
鎌
倉
期
に
お
け
る
専
修
念
仏
教
団
の
形
成
と
展
開

32　（32）

坪

井

け岡

【
要
約
】
　
専
修
念
仏
教
団
の
教
団
と
し
て
の
発
展
要
因
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
鎌
倉
新
仏
教
論
で
も
、
顕
密
体
制
論
に
お
い
て
も
、
専
修
念
仏
側
の
思

想
的
妥
協
に
よ
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
の
僧
侶
集
団
と
し
て
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本

稿
は
、
鎌
倉
期
を
通
じ
た
専
修
念
仏
教
団
の
展
開
に
つ
い
て
、
各
々
の
僧
侶
集
団
が
い
か
な
る
契
機
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
、
こ
の
点

を
軸
と
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
大
き
く
以
下
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
何
ら
か
の
外
護
者

を
得
て
拠
点
寺
院
を
建
立
す
る
パ
タ
ー
ン
、
第
二
に
、
延
暦
寺
の
別
所
周
縁
で
僧
侶
集
団
を
形
成
す
る
パ
タ
ー
ン
、
第
三
に
、
祖
師
信
仰
の
寺
院
と
し
て

門
流
や
貴
賎
の
信
仰
を
受
け
な
が
ら
僧
侶
集
団
を
形
成
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
各
々
、
経
済
的
側
面
や
両
系
の
安
定
的
継
承
に
お
い
て
は
、
独
自
の
特

色
を
有
し
て
お
り
、
鎌
倉
期
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
僧
侶
集
団
と
し
て
の
特
徴
が
、
南
北
朝
期
以
降
の
展
開
を
規
定
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
九
八
巻
一
号
　
二
〇
一
五
年
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

か
つ
て
の
中
世
仏
教
史
の
中
心
的
学
説
で
あ
っ
た
鎌
倉
新
仏
教
論
に
お
い
て
は
、
法
然
の
専
修
念
仏
は
「
民
衆
」
の
後
世
に
関
す
る
「
祈

り
」
を
充
足
さ
せ
る
「
新
」
仏
教
の
看
病
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
上
で
、
「
民
衆
」
が
具
体
的
に
は
ど
う
い
つ
だ
階
層
の
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
や
、
「
聖
」
の
仏
教
と
の
関
係
な
ど
が
追
求
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
の
一
方
で
、
法
然
没
後
の
教
団
的
発
展
に
つ

い
て
も
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
を
総
説
的
に
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
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①
垂
下
を
祖
と
す
る
西
山
義
で
は
、
証
空
が
法
然
の
所
説
を
天
台
化
し
、
京
都
を
中
心
に
教
勢
を
張
る
。
証
空
没
後
は
嵯
峨
義
・
東
山
義
・

　
　
西
谷
義
・
深
草
義
の
四
半
に
分
派
し
、
南
北
朝
期
に
な
る
と
示
導
康
空
の
本
山
義
が
こ
れ
に
加
わ
る
が
、
後
に
嵯
峨
義
と
東
山
義
・
本
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
義
は
教
勢
が
衰
え
、
西
谷
義
と
深
草
義
の
み
が
残
る
。

②
弁
長
を
祖
と
す
る
鎮
西
義
で
は
、
弁
長
の
弟
子
で
あ
る
重
患
が
教
学
を
大
成
。
七
竈
・
聖
慮
が
戒
脈
・
宗
脈
（
五
重
桐
伝
）
を
整
備
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
「
浄
土
宗
」
の
独
立
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
疑
団
意
識
の
高
揚
を
図
っ
た
こ
と
が
、
近
世
に
お
け
る
宗
勢
拡
張
に
繋
が
っ
た
。

③
親
驚
を
祖
と
す
る
本
願
寺
門
徒
に
お
い
て
は
、
親
驚
思
想
の
希
薄
化
に
よ
り
、
既
成
仏
教
へ
の
歩
み
寄
り
が
見
ら
れ
た
が
、
蓮
如
の
同
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
思
想
に
よ
る
教
化
が
戦
国
期
以
降
の
農
民
解
放
闘
争
に
合
致
し
、
宗
派
と
し
て
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
。

こ
う
い
つ
た
共
通
理
解
の
上
に
、
個
々
の
祖
師
た
ち
の
思
想
的
特
徴
や
事
績
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
っ
た
の
が
鎌
倉
新
仏
教
論
の
段
階
に
お
け

る
専
修
念
仏
研
究
で
あ
っ
た
と
概
括
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
共
通
理
解
を
宗
派
史
観
、
つ
ま
り
近
世
以
降
に
生
き
残
っ
た
宗
派
の
発
展
史
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
す
る
形
で
登
場
す
る

の
が
、
里
…
田
俊
雄
氏
の
顕
密
体
制
論
で
あ
る
。
黒
田
氏
は
社
会
で
の
影
響
力
や
国
家
と
の
関
係
を
重
視
し
、
「
旧
仏
教
」
1
1
猛
雨
仏
教
こ
そ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

真
に
中
世
的
な
仏
教
で
あ
り
、
そ
れ
ら
と
の
関
係
か
ら
専
修
念
仏
は
「
異
端
駈
改
革
運
動
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
。
平
雅
行
氏
は
こ
の
視
角

を
継
承
し
、
法
然
の
専
修
念
仏
思
想
は
無
心
仏
教
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
支
配
に
対
し
、
「
民
衆
」
の
解
放
願
望
を
表
現
し
た
異
端
思
想
で
あ
る
と

評
価
し
て
い
如
・
そ
の
結
果
新
仏
教
に
関
す
る
研
究
は
そ
の
田
心
想
的
異
端
性
の
解
明
響
き
を
置
く
こ
と
と
な
っ
た
懸
鯛
そ
の
教
団
と

し
て
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
思
想
的
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
祖
師
の
思
想
に
お
け
る
異
端
的
な
部

分
を
放
棄
し
、
体
制
回
帰
す
る
こ
と
に
よ
り
法
脈
を
継
承
し
た
と
の
理
解
で
あ
る
。

　
で
は
法
然
門
流
の
展
開
に
つ
い
て
、
顕
密
体
制
論
の
立
場
か
ら
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
平
氏
に
よ
れ
ば
、
法

然
以
後
の
専
修
念
仏
教
団
で
は
、
良
忠
や
存
覚
が
諸
行
往
生
や
聖
道
得
悟
を
容
認
し
、
善
導
流
念
仏
に
回
帰
す
る
～
方
、
聖
問
は
戒
律
を
重
視

し
、
天
台
円
頓
戒
の
正
統
を
誇
示
す
る
な
ど
、
顕
密
仏
教
と
協
調
す
る
こ
と
に
よ
り
命
脈
を
保
持
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
応
仁
の
乱
に
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よ
り
顕
密
寺
院
や
禅
宗
五
山
派
が
諸
国
の
末
寺
・
荘
園
を
喪
失
し
た
の
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
新
仏
教
頭
宗
派
は
従
来
の
支
配
体
制
へ
の
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

存
が
希
薄
で
あ
っ
た
が
故
に
、
戦
国
期
に
台
頭
し
て
く
る
こ
と
と
な
っ
た
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
上
島
享
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
鎌
倉
新
仏
教
論
も
顕
揚
体
制
論
も
二
項
対
立
論
で
論
理
が
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

成
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
専
修
念
仏
教
団
の
形
成
過
程
の
説
明
に
顕
著
に
表
れ
る
。
例
え
ば
、
先
に

挙
げ
た
鎮
西
義
の
良
忠
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
新
仏
教
論
で
は
教
学
を
大
成
し
た
と
評
価
す
る
の
に
対
し
、
顕
密
体
制
論
で
は
善
導
流
念
仏
に
回

帰
し
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
聖
問
に
つ
い
て
も
、
鎌
倉
新
仏
教
論
で
は
戒
脈
を
整
備
し
た
も
の
と
見
る
の
に
対
し
、
顕
密
体
制
論
で
は
天
台

円
頓
戒
の
正
統
を
誇
示
し
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
顕
密
体
制
論
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
布
面
寺
院
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

内
実
が
次
々
と
掘
り
起
こ
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
専
修
念
仏
教
団
の
発
展
過
程
に
つ
い

て
は
、
各
祖
師
の
思
想
へ
の
評
価
が
反
転
す
る
の
み
で
、
実
証
レ
ベ
ル
に
お
い
て
議
論
が
深
め
ら
れ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
い
。

　
顕
密
体
制
論
に
お
け
る
「
正
統
派
」
「
改
革
1
1
異
端
運
動
一
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
思
想
的
に
対
立
す
る
専
修
念
仏
と
日
蓮
を
同
じ
翼
押
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

派
」
と
し
て
位
覆
づ
け
る
点
や
、
国
家
的
権
力
と
の
関
係
で
「
異
端
派
」
と
措
定
す
る
こ
と
の
妥
当
性
が
既
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で

本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
批
判
を
継
承
す
る
形
で
近
年
、
禅
宗
史
研
究
が
進
展
し
て
き
て
い
る
点
で
あ
る
。
旦
胃
体
的
に
は
、
顕
密
体

制
論
の
問
題
点
と
し
て
新
仏
教
各
派
の
僧
侶
集
団
と
し
て
の
形
成
過
程
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、
社
会
集
団
と
し
て
の
禅
宗
が
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
、
こ
の
点
を
問
い
直
す
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
で
は
、
集
団
を
形
成
す
る
規
範
な
ど
内

　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

在
的
動
向
や
、
公
家
・
武
家
な
ど
権
力
と
の
関
係
と
い
っ
た
外
在
的
契
機
な
ど
、
多
く
の
論
点
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
彫
に
な
っ
て
広
汎

に
生
み
出
さ
れ
る
禅
僧
が
結
集
し
、
再
生
産
さ
れ
て
い
く
過
程
が
描
か
れ
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
そ
も
そ
も
鎌
倉
中
期
に
は
「
近
来
念
仏
者
、
其
数
尤
多
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
念
仏
者
の
数
が
増
大
し
て
い
く
が
、
そ
の
要
因
は
教
学
的
な

問
題
に
の
み
帰
す
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
民
間
の
念
仏
者
を
再
生
産
し
う
る
拠
点
寺
院
と
僧
侶
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
禅
律
僧
が
各
地
に
拠
点
寺
院
を
建
立
し
、
様
々
な
社
会
事
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
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る
が
、
専
修
念
仏
教
団
に
つ
い
て
も
、
そ
の
拠
点
と
な
っ
た
僧
侶
集
団
の
形
成
過
程
や
そ
の
活
動
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
広
汎
に
存
在

し
た
念
仏
者
を
評
価
す
る
前
提
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
顕
密
体
制
下
に
お
け
る
「
異
端
派
」
の
位
置
づ
け
を
再
考
す
る
き
っ

か
け
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
如
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で
は
法
然
門
下
に
当
た
る
証
空
・
親
鴛
・
胴
長
の
門
流
が
ど
の
よ
う
に
僧
侶
集
団

を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
活
動
の
特
徴
は
ど
う
い
つ
だ
点
に
あ
る
の
か
、
こ
れ
ら
を
追
求
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
但
し
こ
の
点
に
つ
い
て
、
菊
地
勇
次
郎
氏
は
既
に
＝
疋
の
結
論
を
得
て
お
り
、
三
つ
の
発
展
過
程
に
分
類
で
き
る
と
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
、

京
都
を
中
心
と
し
て
公
家
の
帰
依
を
受
け
な
が
ら
発
展
す
る
パ
タ
ー
ン
で
、
嵯
峨
門
徒
や
西
山
義
が
こ
れ
に
当
た
る
。
二
つ
目
は
、
地
方
に
お

い
て
外
護
者
を
獲
得
し
発
展
す
る
パ
タ
ー
ン
で
、
鎮
西
義
は
こ
れ
に
当
た
る
。
三
つ
目
は
他
宗
も
兼
学
し
、
五
線
を
拡
大
す
る
パ
タ
ー
ン
で
、

諸
行
本
願
義
が
こ
れ
に
当
た
る
と
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
西
山
義
や
鎮
西
義
の
内
部
に
お
い
て
も
、
多
く
の
門
流
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
僧
侶
集
団
を
形
成
し
て
お
り
、
個
々
の
僧
侶
集
団
に
よ
っ
て
そ
の
位
置
づ
け
は
再
考
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
は
証

空
の
門
流
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

①
井
上
光
貞
「
天
台
教
団
の
変
質
と
法
然
の
宗
教
の
成
立
」
（
噸
井
上
光
貞
著
作
集

　
第
七
巻
㎞
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
年
、
初
出
～
九
五
六
年
）
、
伊
藤
唯
真
「
法
然

　
の
思
想
進
展
と
浄
土
宗
（
法
然
教
団
）
の
発
達
」
（
同
氏
著
噸
浄
土
宗
の
成
立
と

　
展
開
臨
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
。

②
菊
地
勇
次
郎
「
西
山
義
の
成
立
一
西
山
往
生
院
の
展
開
」
（
同
氏
著
噌
源
空

　
と
そ
の
門
下
』
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
、
初
出
一
九
五
五
年
）
、
上
田
良
準
コ
証

　
空
－
白
木
の
念
仏
」
（
『
浄
土
仏
教
の
思
想
　
第
十
一
巻
臨
講
談
社
、
一
九
九
二

　
年
）
な
ど
。

③
香
月
乗
光
・
伊
藤
唯
真
「
浄
土
宗
」
（
『
日
本
の
宗
教
第
二
巻
川
宝
文
館
、
一

　
九
六
一
年
）
な
ど
。

④
千
葉
乗
隆
「
真
宗
」
（
魍
日
本
の
宗
教
第
二
巻
㎞
宝
鑑
館
、
一
九
六
一
年
）
な

　
ど
。

⑤
黒
田
俊
雄
「
中
世
に
お
け
る
濃
密
体
制
の
展
開
］
（
噸
黒
田
俊
雄
著
作
集
第
二

　
巻
　
顕
性
体
制
論
』
法
蔵
館
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
七
五
年
）
、
同
「
中
世

　
寺
社
勢
力
論
」
（
欄
黒
田
俊
雄
著
作
集
　
第
三
巻
　
顕
露
仏
教
と
寺
社
勢
力
幅
法
蔵

　
館
、
　
一
九
九
五
年
、
初
出
｝
九
七
五
年
）
。

⑥
平
雅
行
「
法
然
の
思
想
構
造
と
そ
の
歴
史
的
位
置
一
（
同
氏
著
圃
日
本
中
世
の

　
社
会
と
仏
教
㎏
稿
書
房
、
一
九
九
二
年
、
初
出
一
九
七
九
年
）
、
同
門
専
修
念
仏

　
の
歴
史
的
意
義
」
（
同
氏
繭
掲
書
所
収
、
初
出
～
九
八
○
年
）
。

⑦
佐
藤
弘
夫
「
中
世
仏
教
に
お
け
る
正
統
と
異
端
」
（
同
氏
著
『
神
・
仏
・
王
権

　
の
中
世
隔
法
蔵
館
、
一
九
九
入
門
、
初
出
一
九
八
八
年
）
、
能
州
中
世
仏
教
者
の

　
正
統
意
識
扁
（
同
氏
前
掲
書
所
収
、
初
出
一
九
九
～
年
）
。

⑧
平
雅
行
「
中
世
仏
教
の
成
立
と
展
開
」
（
同
氏
前
掲
書
所
収
、
初
出
一
九
八
四

　
年
）
。

35　（35）



⑨
上
島
享
又
中
世
仏
教
〉
再
考
一
斑
晶
対
立
論
を
超
え
て
」
（
㎎
藍
本
仏
教
綜

　
合
研
究
㎞
｝
○
、
二
〇
～
二
年
）
、
同
「
勧
進
と
聖
－
空
也
像
の
再
考
を
申
心

　
に
」
（
隅
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
㎞
第
一
〇
・
一
一
合
併
号
、
二
〇
＝
二

　
年
）
。

⑩
伊
藤
唯
真
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
法
然
在
世
時
よ
り
「
専
修
念
仏

　
教
団
」
は
、
法
然
及
び
入
室
の
直
弟
を
中
心
と
し
、
周
辺
部
に
法
然
と
接
触
し
た

　
同
法
者
が
位
遣
す
る
拡
散
的
な
形
態
で
あ
り
、
聖
な
ど
民
間
宗
教
者
の
往
来
・
集

　
住
を
基
盤
と
し
て
発
生
し
て
き
た
。
法
然
没
後
も
そ
う
い
っ
た
幾
つ
か
の
小
集
団

　
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
存
在
し
て
お
り
、
玉
桂
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
胎
内
文
書
に

　
見
え
る
よ
う
に
、
小
集
団
ご
と
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

　
し
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
顕
密
仏
教
の
僧
侶
集
団
や
貴
族
な
ど
と
関

　
係
を
結
ん
で
お
り
、
そ
の
動
向
は
一
貫
し
た
も
の
と
は
雷
い
難
い
。
～
般
に
宗
教

　
学
に
お
い
て
は
、
教
義
・
施
設
・
儀
礼
な
ど
を
共
有
す
る
社
会
集
団
の
こ
と
を

　
「
教
団
」
と
呼
ぶ
が
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
「
県
単
念
仏
教
団
」
の

　
語
は
、
法
然
を
祖
と
仰
ぐ
小
集
団
の
総
体
と
し
て
用
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
一

　
部
閉
鎖
的
な
社
会
集
団
を
指
し
て
い
る
の
で
は
無
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。
第
三

　
章
で
雷
及
す
る
本
願
寺
門
徒
は
親
鷲
を
祖
と
仰
ぐ
が
、
法
然
か
ら
親
鷺
へ
の
継
承

　
も
重
視
す
る
た
め
、
本
稿
で
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。
伊
藤
氏
前
掲
論
文
、
同

　
五
聖
研
究
か
ら
児
た
法
然
真
筆
史
料
」
（
同
氏
著
噸
浄
土
宗
史
の
研
究
臨
法
蔵
館
、

　
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
七
五
年
）
。

⑪
い
わ
ゆ
る
「
寺
院
史
研
究
」
の
位
遣
づ
け
に
つ
い
て
は
、
久
野
修
義
噸
日
本
中

　
世
の
寺
院
と
社
会
』
（
塙
身
重
、
一
九
九
九
年
）
序
説
参
照
。

⑫
末
木
文
美
士
「
顕
密
体
制
論
の
再
検
討
（
二
）
」
（
同
氏
著
『
鎌
倉
仏
教
形
成

　
論
㎞
法
蔵
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
四
年
）
。

⑬
小
野
澤
眞
「
中
世
仏
教
の
全
体
像
－
時
衆
研
究
の
視
点
か
ら
」
（
同
氏
著

　
噸
中
世
時
衆
史
の
研
究
』
八
木
書
店
、
二
〇
ご
～
年
、
初
出
二
〇
一
一
年
）
。

⑭
　
大
塚
紀
弘
『
中
世
禅
律
仏
教
論
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

⑮
中
村
翼
「
栄
西
門
流
の
展
開
と
活
動
基
盤
駄
（
『
年
報
中
世
史
研
究
』
三
八
、
二

　
〇
＝
二
年
目
、
同
「
鎌
倉
禅
の
形
成
過
程
と
そ
の
背
景
」
（
『
史
林
㎞
九
七
－
四
、

　
二
〇
一
四
年
）
。

⑯
「
比
良
山
古
山
霊
託
」
（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
〇
蝕
岩
波
書
店
、
一
九

　
九
三
年
）
。

⑰
　
菊
地
勇
次
郎
「
浄
土
宗
教
団
の
形
成
と
発
農
」
（
同
氏
前
掲
著
、
初
出
一
九
六

　
四
年
）
。
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第
一
章
　
証
空
門
流
の
形
成
と
展
開

第
［
節
　
証
空
在
世
時
の
念
仏
結
衆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
善
恵
房
証
空
は
法
然
門
弟
中
の
上
足
で
、
法
然
が
『
選
択
集
』
を
執
筆
し
た
際
に
は
、
そ
の
勘
文
役
を
務
め
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一

方
で
、
青
蓮
院
門
跡
と
も
深
い
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
法
然
没
後
、
慈
円
の
付
属
を
受
け
る
形
で
、
建
保
元
年
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

一
＝
三
）
頃
、
善
峯
寺
北
尾
に
あ
る
西
山
往
生
院
に
移
住
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
承
久
三
年
（
一
環
ニ
～
）
に
は
そ
の
往
生
院
で
不
断
念
仏



鎌倉期における専修念仏教団の形成と展開（坪井〉

　
　
　
　
　
　
③

を
始
め
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
菊
地
勇
次
郎
氏
は
、
天
台
宗
の
制
約
が
あ
り
な
が
ら
も
、
往
生
院
内
部
に
そ
れ
ま
で
の
旧
集
団
と
は
別
の

念
仏
結
衆
が
組
織
さ
れ
た
も
の
と
評
価
し
て
お
り
、
や
が
て
旧
集
団
の
影
は
薄
れ
、
公
家
社
会
の
後
援
を
得
た
虚
空
を
中
心
に
往
生
院
の
浄
土

教
化
が
進
行
す
る
、
と
の
道
筋
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
証
空
を
中
心
と
し
た
念
仏
結
衆
が
、
そ
れ
ま
で
の
往
生
院
の
僧
侶
集
団
と
は

別
に
、
独
自
の
性
格
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
組
織
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
と
い
う
の
も
『
善
恵
上
人
絵
蜘
に
よ
れ
ば
、
証
空
が
往
生
院
で
修

し
た
仏
事
は
「
不
断
念
仏
を
始
行
せ
ら
れ
し
ょ
り
、
顕
密
種
々
の
行
法
、
供
僧
を
さ
た
め
て
修
せ
し
め
給
ふ
」
と
あ
り
、
不
断
念
仏
だ
け
で
は

な
く
、
顕
密
の
行
法
も
併
修
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
不
断
念
仏
を
始
め
る
に
際
し
、
慈
円
が
「
不
断
念
仏
等
盛
行
の
縁
起
」
を
著
し
た
と

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
往
生
院
で
の
勤
行
に
つ
い
て
「
三
二
算
置
ニ
ニ
箇
行
事
、
一
、
不
断
念
仏
、
二
、
六
時
礼
讃
、
三
、
問
答
論
義
」
と
し

て
お
り
、
先
の
記
述
と
併
せ
る
と
、
往
生
院
に
お
け
る
夏
空
の
念
仏
結
衆
は
、
天
台
流
の
念
仏
結
衆
と
し
て
組
織
さ
れ
た
と
評
価
す
る
の
が
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
慈
円
）

い
だ
ろ
う
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
同
縁
起
に
「
上
人
墨
差
、
始
為
二
法
然
上
人
入
室
弟
子
↓
後
入
二
小
僧
受
法
密
壇
（
凡
立
二
浄
土
宗
（
欣
二
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

楽
嚇
就
二
段
密
縁
↓
思
二
滅
罪
↓
外
面
之
女
専
在
二
小
僧
之
補
助
↓
内
薫
之
留
出
愚
二
十
方
檀
那
こ
と
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
往
生
院
で
の
念

仏
結
衆
に
対
し
て
、
慈
円
か
ら
何
ら
か
の
補
助
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
ま
た
貞
応
元
年
（
＝
三
二
）
に
、
承
久
の
乱
で
敗
れ
た
後
鳥
羽
院
の
子
息
で
あ
る
道
覚
入
道
親
王
が
善
峯
寺
に
籠
居
し
た
こ
と
も
重
要
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
証
空
は
、
「
本
坊
を
さ
り
て
、
宮
を
・
き
た
て
ま
つ
り
、
別
の
庵
室
を
構
て
移
住
せ
ら
れ
け
り
」
と
あ
り
、
近
傍
へ
移

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
道
心
入
道
親
王
は
、
寛
元
年
間
（
＝
西
三
～
四
七
）
初
頭
に
、
水
無
瀬
に
あ
っ
た
蓮
華
寿
院
を
善
峯
寺
内
に
移
転

　
⑥

さ
せ
、
「
十
二
人
の
結
衆
を
さ
た
め
て
、
不
断
念
仏
を
は
し
め
」
た
が
、
証
空
は
「
す
な
は
ち
御
念
仏
衆
の
一
和
尚
に
烈
て
そ
平
行
せ
ら
れ
け

る
」
と
あ
り
、
道
志
入
道
親
王
の
主
導
の
下
、
善
峯
寺
内
に
新
た
に
組
織
さ
れ
た
念
仏
結
衆
に
～
和
尚
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
善
峯
寺
で
の
新
た
な
動
向
に
対
し
、
証
空
が
全
く
の
無
関
係
で
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
点
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
そ
も
そ
も
監
護
寺
で
は
、
鎌
倉
期
以
降
も
青
蓮
院
門
跡
に
関
連
す
る
仏
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
先
の
蓮
華
寿
院
も
『
門
葉
記
』
で
は
青
蓮
院

門
跡
管
下
の
堂
舎
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
善
峯
寺
と
延
暦
寺
、
特
に
青
蓮
院
門
跡
は
鎌
倉
期
を
通
じ
て
深
い
繋
が
り
を
維
持
し
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⑧

て
い
た
の
で
あ
り
、
『
浄
土
法
門
源
流
歯
剥
で
は
そ
の
関
係
を
「
西
山
善
峯
寺
　
延
暦
寺
別
院
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
往
生
院
は
、
そ
の

善
峯
寺
の
開
山
で
あ
る
源
算
が
、
善
峯
寺
の
西
北
に
新
た
に
結
ん
だ
草
庵
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
り
、
草
創
か
ら
し
て
善
峯
寺
と
の
関
係
が
深
い
。

証
空
が
廿
里
入
道
親
王
の
念
仏
下
衆
に
参
加
し
た
の
も
こ
う
い
っ
た
往
生
院
と
善
峯
寺
と
の
関
係
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
延
暦

寺
の
別
所
で
あ
る
西
山
一
帯
に
あ
っ
た
往
生
院
も
ま
た
、
延
暦
寺
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
往
生
院
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

お
け
る
証
空
の
念
仏
結
衆
は
延
暦
寺
の
周
縁
部
で
、
そ
の
制
約
の
下
に
組
織
さ
れ
た
と
評
価
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
証
空
は
、
往
生
院
以
外
に
も
京
中
に
拠
点
寺
院
を
設
け
、
新
た
な
念
仏
結
衆
を
組
織
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
小
坂
住
房
で
の
念
仏
結
衆
で
あ
る
。
高
橋
慎
一
算
氏
に
よ
れ
ば
、
小
坂
は
祇
園
社
の
東
南
を
指
す
地
名
で
あ
り
、
当
時
、
念
仏
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

多
く
集
ま
る
空
間
で
あ
っ
た
。
小
坂
の
地
は
法
然
の
住
房
が
あ
っ
た
吉
水
と
も
近
く
、
証
空
は
西
山
往
生
院
に
移
住
す
る
ま
で
小
坂
に
住
ん
で

い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
往
生
院
へ
移
っ
て
か
ら
も
小
坂
の
住
房
を
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
鎌
倉
期
に
は
身
空
門
流
の
こ
と
を
「
小

坂
」
と
称
す
る
こ
と
の
方
が
主
流
で
、
南
北
朝
期
以
降
に
西
山
往
生
院
を
中
心
と
し
た
本
山
義
が
発
展
す
る
と
「
西
山
義
」
の
呼
称
が
～
般
的

に
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
小
坂
早
舞
で
組
織
さ
れ
た
僧
侶
集
団
こ
そ
が
、
証
空
門
流
の
申
4
5
的
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
次
に
証
空
独
自
の
僧
侶
集
団
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
白
河
歓
喜
心
院
で
の
念
仏
結
衆
で
あ
る
。
『
善
恵
上
人
絵
㎏
に
よ
れ
ば
、
証
空
は

後
嵯
峨
院
が
即
位
す
る
前
か
ら
院
の
祈
禧
を
担
当
し
て
お
り
、
即
位
後
も
毎
月
授
戒
を
行
っ
て
い
た
、
そ
う
い
っ
た
関
係
か
ら
勅
願
寺
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
の
歓
喜
心
院
が
与
え
ら
れ
、
不
断
経
料
所
と
し
て
近
江
国
小
野
荘
が
施
入
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
後
嵯
峨
院
は
承
久
の
乱
以
後
、
母
方
の
大

叔
父
で
あ
る
中
院
通
方
の
許
で
養
わ
れ
て
い
る
が
、
穿
下
は
通
方
の
父
尊
親
の
猶
子
と
な
っ
て
お
り
、
後
嵯
峨
院
と
証
空
が
親
し
い
間
柄
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
（
後
嵯
峨
院
V

つ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
古
記
録
類
か
ら
も
、
証
空
が
後
嵯
峨
院
に
授
戒
し
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
、
ま
た
「
我
　
鴛
深
有
二
帰
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
証
空
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

之
御
難
ハ
殊
以
有
一
　
戒
行
之
沙
汰
（
仰
二
曹
此
上
人
↓
年
来
毎
日
被
レ
転
二
野
梵
網
経
」
と
の
記
事
も
見
え
る
。
こ
う
い
つ
た
関
係
か
ら
手
空
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

歓
喜
心
院
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
二
に
よ
れ
ば
、
三
重
塔
と
二
階
の
蓮
舎
が
造
営
さ
れ
た
と
あ
り
、
こ
こ
を

中
心
に
一
定
の
僧
侶
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
九
条
道
家
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誠
空
）

　
続
い
て
、
法
性
寺
孝
養
院
に
つ
い
て
。
『
善
恵
上
人
絵
隔
に
は
「
光
明
峯
寺
殿
の
御
さ
た
に
て
、
は
し
め
は
人
屋
を
点
し
て
、
上
人
の
住
処

と
さ
た
め
ら
れ
け
り
、
後
に
は
仏
閣
を
ひ
ら
き
て
、
尺
迦
・
弥
陀
二
尊
の
像
を
安
置
し
、
発
言
来
迎
の
利
益
を
あ
ふ
き
て
、
寺
号
を
も
誓
言
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

そ
つ
け
ら
れ
け
る
」
と
あ
り
、
九
条
道
家
の
沙
汰
と
し
て
法
性
寺
の
地
に
作
ら
れ
た
堂
舎
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
既
に
建
暦
元
年
（
＝
～
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
段
階
で
証
空
が
道
家
に
「
五
十
五
善
知
識
像
」
を
披
露
し
て
い
る
と
い
う
記
事
や
、
道
家
が
証
空
か
ら
受
戒
し
て
い
る
と
の
記
事
も
見
え
る

　
　
　
⑰

こ
と
か
ら
、
道
家
の
浄
土
信
仰
を
介
し
た
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
気
品
院
は
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
に
没
す
る
証
空
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

晩
年
に
教
化
を
行
い
入
寂
し
た
地
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
を
中
心
に
ま
た
＝
疋
の
僧
侶
集
団
が
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
摂
津
浄
橋
寺
に
つ
い
て
。
『
善
恵
上
人
絵
』
に
よ
れ
ば
、
「
摂
州
武
庫
河
の
ほ
と
り
に
、
～
の
伽
藍
を
た
て
・
、
浄
橋
寺
と
号
す
、

辺
地
の
群
類
を
救
は
む
た
め
な
り
」
と
あ
り
、
一
間
四
面
の
堂
に
弥
陀
三
尊
像
を
安
置
し
、
十
三
重
の
宝
塔
を
建
て
て
仏
舎
利
を
納
め
た
と
し

て
い
る
。
現
在
も
六
畜
寺
に
は
、
寛
元
二
年
（
｝
二
四
四
）
の
証
空
の
銘
が
記
さ
れ
る
鐘
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
寺
院
の
建
立
に

証
空
が
関
わ
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
こ
こ
に
も
証
空
独
自
の
僧
侶
集
団
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
通
り
、
こ
の
浄
橋
寺
は
後

に
往
生
院
の
支
配
を
受
け
る
形
で
存
続
し
て
い
く
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
浄
橋
寺
が
転
置
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
て

　
　
　
　
　
⑲

い
る
点
で
あ
る
。
院
政
期
以
降
、
橋
が
勧
進
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
西
大
寺
系
の
律
僧
が
盛
ん
に
そ
の
勧
進
活
動
に
携
わ
っ
た
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
浄
尼
寺
に
つ
い
て
も
、
恐
ら
く
は
証
空
に
よ
る
勧
進
活
動
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
三
五
は
、
様
々
な
場
所
で
僧
侶
集
団
を
組
織
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
大
き
く
二
分
で
き
る
。
一
つ
は
往
生
院
や
小

坂
掻
掘
な
ど
、
延
暦
寺
の
周
縁
部
で
の
僧
侶
集
団
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
証
空
の
遁
世
僧
と
し
て
の
側
面
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
僧
侶
集
団

で
あ
り
、
浄
橋
寺
の
僧
侶
集
団
も
そ
の
｝
環
と
し
て
評
価
で
き
る
。
次
に
歓
喜
心
院
や
遣
迎
院
で
の
僧
侶
集
団
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
後
嵯
峨
院

や
九
条
道
家
な
ど
の
専
意
者
の
支
援
を
得
て
拠
点
寺
院
を
建
立
し
、
授
戒
や
不
断
経
な
ど
、
外
学
者
の
要
請
に
応
え
る
よ
う
な
活
動
を
し
つ
つ
、

僧
侶
集
団
を
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
証
空
と
外
護
者
と
の
個
人
的
関
係
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
で
は
、
証
空
没
後
に
こ
れ
ら
の
僧
侶
集
団
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
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第
二
節
証
空
門
流
の
活
動
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証
空
没
後
、
そ
の
門
下
は
四
つ
に
分
か
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
証
空
の
形
成
し
た
僧
侶
集
団
を
継
承
し
た
も
の
、
門
下
が
独
自
に
僧

侶
集
団
を
形
成
し
た
も
の
に
分
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
契
機
で
形
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
の
か
、
本
節
で
は
こ
の

点
を
中
心
に
考
察
す
る
。

①
観
鏡
証
入
の
僧
侶
集
団
（
東
山
義
）

　
小
坂
住
房
で
形
成
さ
れ
た
僧
侶
集
団
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
観
鏡
傘
入
の
門
流
で
あ
る
。
『
吉
水
法
流
記
』
に
よ
れ
ば
、
墨
入
は
関
東
武
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

で
あ
る
仁
田
四
郎
忠
常
の
子
息
と
さ
れ
て
い
る
が
、
仁
田
四
郎
忠
常
は
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
鎌
倉
で
一
族
と
も
北
条
氏
に
よ
り
謙
殺
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
傘
入
は
僅
か
八
歳
で
あ
り
、
こ
の
後
、
ど
う
い
つ
だ
経
緯
を
辿
っ
た
の
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
最
終
的
に
夕

空
の
門
下
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
系
譜
類
に
よ
れ
ば
、
東
山
宮
調
子
の
阿
弥
陀
院
と
い
う
寺
院
を
中
心
に
活
躍
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
『
吉
水

法
流
記
㎏
で
は
「
小
坂
義
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
高
橋
慎
一
朗
氏
に
よ
れ
ば
、
阿
弥
陀
院
は
小
坂
の
南
に
接
す
る
六
波
羅
の
一
角
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
『
吉
水
法
流
記
』
の
記
述
は
、
証
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
教
団
や
教
え
を
証
空
の
「
小
坂
義
」
と
混
同
し
て
用
い
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
虚
空
の
小
坂
住
房
で
の
僧
侶
集
団
と
証

入
の
僧
侶
集
団
を
別
の
も
の
と
考
え
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
落
入
は
証
空
に
先
立
っ
て
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
に
死
去
し
て
お

り
、
ま
た
『
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
二
で
は
、
証
入
の
弟
子
と
し
て
釣
ら
れ
る
観
日
・
観
明
・
智
道
の
三
人
に
つ
い
て
「
土
塁
、
観
日
・
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

明
・
智
道
三
人
、
西
山
上
人
弟
子
叡
旨
入
射
こ
と
し
て
、
も
と
は
雪
空
の
弟
子
で
あ
っ
た
と
す
る
説
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う

に
、
晩
年
の
証
空
が
遣
迎
院
に
移
っ
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
証
空
が
小
坂
住
房
で
形
成
し
た
僧
侶
集
団
の
上
首
が
証
入

で
あ
っ
た
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
指
導
的
立
場
を
継
承
し
た
か
ら
こ
そ
「
小
坂
義
」
と
の
名
称
が
書
き



入
れ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
門
流
の
活
動
は
、
証
入
の
孫
弟
子
了
観
が
阿
弥
陀
院
の
近
隣
に
建
立
し
た
と
さ
れ
る
三
福
寺
の
僧
侶
集
団
、
特
に
了
観
の
弟
子
で
あ
る

頓
恵
に
関
す
る
記
事
が
散
見
す
る
。
そ
れ
ら
か
ら
、
頓
恵
ら
が
葬
送
や
追
善
仏
事
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
場
で
活
動
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
晴
、
午
剋
御
二
幸
持
明
院
殿
↓
御
月
忌
如
レ
例
、
貞
蜜
語
二
導
師
ハ
其
後
於
二
寝
殿
西
面
｝
有
二
法
事
讃
事
ハ
高
座
頓
恵
上
人
・
顕
智
法
師
以
下
九
人
三
二
法
事
讃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陣
子
内
親
王
）

　
下
巻
皿
了
、
後
講
二
尺
新
郷
経
費
弥
陀
経
↓
染
二
故
室
町
院
御
筆
標
置
袖
以
二
金
泥
｝
写
二
阿
弥
陀
経
↓
其
他
摺
二
写
浄
土
三
部
経
一
也
、
是
今
年
相
二
当
計
三
年
一

鎌倉期における専修念仏教団の形成と展開（坪井）

　
之
故
、
朕
修
二
此
仏
事
↓
滑
三
年
追
善
本
説
不
二
分
明
↓
然
而
近
年
為
二
習
俗
↓
傍
内
々
修
レ
之
、
凡
故
女
院
以
二
念
仏
【
為
レ
宗
之
故
也
、
一
念
声
明
輩
参
仕
、

　
仙
洞
難
レ
不
レ
可
レ
然
、
後
嵯
峨
院
以
来
為
一
流
雛
一
之
間
如
レ
此
、
頓
恵
弁
説
如
レ
涌
、
尤
能
駅
馬
、
法
事
讃
了
有
二
昼
夜
念
仏
↓
顕
智
老
声
立
読
殊
勝
、
都
以

　
無
二
老
気
↓
其
音
如
レ
玉
、
可
レ
謂
レ
動
二
梁
塵
一
者
歎
、
終
夜
有
一
｝
念
仏
↓
乍
二
平
臥
｝
聴
聞
、

こ
れ
は
正
慶
元
年
（
～
三
三
二
）
五
月
三
日
に
持
明
院
殿
で
行
わ
れ
た
伏
見
院
の
月
忌
、
及
び
室
町
院
の
三
十
三
回
忌
に
つ
い
て
記
す
『
花
園

天
皇
震
記
㎏
の
記
事
で
あ
る
。
大
石
雅
章
氏
は
王
家
葬
送
の
分
析
か
ら
、
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か
け
て
、
臓
れ
の
発
生
す
る
遺
骸
処
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
遁
世
僧
が
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
顕
爵
僧
は
国
家
的
法
会
と
し
て
行
わ
れ
る
中
陰
仏
事
の
み
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
と
し
て
い
る
。
確

か
に
こ
の
日
も
、
持
明
院
殿
で
行
わ
れ
た
恒
例
の
伏
見
院
月
忌
は
顕
密
僧
と
目
さ
れ
る
者
が
導
師
を
勤
め
て
い
る
が
、
そ
の
～
方
で
「
内
々

の
」
仏
事
と
し
て
行
わ
れ
た
室
町
院
三
十
三
圓
忌
に
は
、
頓
恵
ら
コ
念
声
明
輩
」
が
参
仕
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
花
園
院
は
、

本
来
、
仙
洞
御
所
に
こ
う
い
つ
た
者
が
出
仕
す
る
こ
と
は
よ
く
な
い
こ
と
だ
が
、
後
嵯
峨
院
以
来
の
式
例
で
あ
る
と
し
、
ま
た
室
町
院
が
生
前
、

念
仏
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
も
こ
の
よ
う
な
仏
事
を
行
っ
た
理
由
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
確
か
に
忍
車
の
よ
う
な
遁
世
僧
は
、
王
家
家
長
で
あ

っ
た
院
へ
の
国
家
的
追
善
仏
事
を
行
う
の
に
相
応
し
い
存
在
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
王
家
関
係
者
の
生
前
の
信
仰
も
加
味
し
て

行
わ
れ
る
「
内
々
の
」
仏
事
に
は
、
遁
世
僧
が
起
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
場
で
頓
恵
ら
は
活
躍
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
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ま
た
、
元
亨
四
年
（
一
三
二
四
）
十
月
十
一
日
、
後
伏
見
院
の
生
母
で
あ
る
准
后
従
三
位
藤
原
経
子
が
死
去
す
る
と
、
「
忌
陰
仏
事
等
、
一
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

頓
恵
上
人
致
二
沙
汰
帽
云
々
、
葬
礼
同
上
人
沙
汰
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
頓
恵
が
そ
の
葬
礼
か
ら
追
善
仏
事
ま
で
　
切
を
請
け
負
っ
て
い
る
。
左

に
挙
げ
る
の
は
、
そ
の
藤
原
経
子
の
養
女
で
あ
っ
た
女
王
の
出
家
に
つ
い
て
記
す
『
花
園
天
皇
震
記
廠
元
亨
四
年
十
一
月
十
九
日
条
の
記
事
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
経
子
）

　
入
墨
雪
降
、
二
二
幸
中
園
第
↓
予
同
同
乗
御
車
後
↓
先
女
王
出
家
く
是
故
准
后
所
レ
養
護
、
伍
遺
命
云
、
重
篤
猶
子
之
儀
一
可
レ
令
篇
着
服
↓
又
忌
中
可
レ
令
二
出

　
家
扁
之
由
、
予
行
向
等
時
陣
所
三
不
等
一
也
、
自
二
幼
少
養
育
、
其
儀
不
レ
藍
蝋
実
母
↓
可
レ
然
之
由
返
答
了
、
又
出
家
事
、
如
レ
此
女
王
等
皆
出
家
第
一
事
也
、

　
縦
有
二
不
調
事
↓
猶
於
鳳
出
家
一
旦
勝
罵
在
家
一
事
也
、
伯
承
諾
了
、
今
年
十
歳
歎
、
壷
錐
二
早
速
↓
肇
有
レ
所
レ
思
許
容
也
、
凡
錐
二
向
後
↓
早
速
出
家
、
殊
以
可
二
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庶
幾
一
事
也
〉
、
静
観
上
人
為
二
戒
師
一

律
人
不
レ
触
二
手
於
女
人
一
之
故
也
…
（
中
略
）
、

〈
西
大
毒
門
徒
、
太
子
堂
長
老
〉
、
俗
姓
教
令
卿
息
也
、
内
々
儀
尤
当
国
其
仁
↓
伍
所
レ
召
也
、
以
二
沙
弥
｝
為
二
剃
手
↓
持

次
仏
経
供
養
、
是
固
織
阿
弥
陀
経
・
転
女
成
μ
経
也
、
如
法
内
々
沙
汰
、
頓
恵
上
軍
属
二
養
之
↓
弁
説
如
二
涌

　
泉
↓
尤
足
；
信
仰
一
…
（
後
略
）

前
半
の
傍
線
部
よ
り
、
藤
原
経
子
は
死
に
際
し
、
花
園
院
に
対
し
て
こ
の
女
王
を
早
々
に
出
家
さ
せ
る
こ
と
を
遺
雷
と
し
て
示
し
て
い
た
こ
と

が
判
る
。
そ
し
て
こ
の
日
、
出
家
の
戒
師
は
律
僧
で
あ
る
太
子
堂
長
老
静
観
が
務
め
、
そ
の
後
の
仏
経
供
養
は
頓
恵
が
担
当
し
て
い
る
が
、
静

観
を
戒
師
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
も
「
内
々
の
」
儀
と
し
て
適
任
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
王
家
に
関
係
す
る
女
性
の
出
家
に
お
い
て
、

女
院
な
ど
身
分
の
高
い
者
の
戒
師
は
顕
野
僧
が
務
め
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
身
分
に
よ
り
作
法
等
に
差
が
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い

⑳る
。
そ
し
て
こ
の
女
王
の
例
も
勘
案
す
る
と
、
王
家
周
縁
に
連
な
る
者
の
出
家
仏
事
を
静
観
や
頓
恵
の
よ
う
な
遁
世
僧
が
担
当
す
る
こ
と
も
可

能
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
僧
侶
集
団
と
し
て
公
家
社
会
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
雲
鏡
証
入
の
門
流
は
、
後
伏
見
院
や
花
園
院
な
ど
持
明
院
統
の
人
々
が
行
う
講
経
仏
事
な
ど
に
も
起
用
さ
れ
て
お
り
、
建
武
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

年
（
＝
三
王
ハ
）
に
後
伏
見
院
が
死
去
し
た
際
に
は
、
そ
の
臨
終
善
知
識
を
頓
恵
が
務
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
例
に
鑑
み
て
も
、

鎌
倉
末
期
に
お
け
る
観
鏡
証
入
の
門
流
は
、
持
明
院
統
関
係
者
の
要
請
に
応
え
る
よ
う
な
活
動
を
行
い
、
そ
の
法
器
を
延
ば
し
て
い
っ
た
と
考



え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

鎌倉期における専修念仏教団の形成と展開（坪井）

②
道
観
証
恵
の
僧
侶
集
団
（
嵯
峨
義
）

　
観
鏡
証
入
の
門
流
は
、
あ
く
ま
で
証
空
の
段
階
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
僧
侶
集
団
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
王
家
関
係
者
の

追
善
を
行
う
た
め
に
、
院
が
堂
舎
を
建
立
し
、
そ
こ
で
僧
侶
集
団
を
形
成
し
た
の
が
道
観
証
恵
（
一
二
〇
五
～
～
二
六
四
）
の
門
流
で
あ
る
。
証

恵
は
系
譜
類
に
よ
れ
ば
文
章
博
士
藤
原
孝
範
の
猶
子
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
『
尊
卑
分
脈
』
な
ど
他
の
史
料
か
ら
は
確
認
で
き
ず
、

出
自
も
女
山
の
許
に
入
室
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
も
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
『
法
水
分
流
記
臨
に
は
「
初
立
入
弟
子
」
と
あ
り
、
当

初
は
小
坂
で
形
成
さ
れ
た
僧
侶
集
団
の
中
で
、
石
入
に
従
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
系
譜
類
に
共
通
し
て
見
え
る

の
は
、
「
住
浄
金
剛
院
」
「
浄
金
剛
院
長
老
」
と
い
っ
た
記
述
で
あ
る
。

　
『
増
鏡
隔
に
よ
れ
ば
、
「
橘
の
大
后
の
む
か
し
建
て
ら
れ
た
り
し
檀
林
寺
と
い
ひ
し
、
今
は
破
壊
し
て
、
石
ず
へ
ば
か
り
に
な
り
た
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

其
跡
に
、
浄
金
剛
院
と
い
ふ
御
堂
を
建
て
さ
せ
給
へ
る
に
、
道
観
上
人
を
長
老
に
な
さ
れ
て
、
浄
土
宗
を
置
か
る
」
と
あ
り
、
浄
金
剛
院
は
嵯

峨
亀
山
殿
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
檀
林
三
跡
に
建
立
さ
れ
た
堂
舎
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
に
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
が
確
認
で
き
、
同
年
に
は
同
じ
く
亀
山
殿
内
に
造
営
さ
れ
た
持
仏
堂
で
あ
る
大
多
量
院
の
供
養
も
行
わ
れ
て
い
る
。
大
村
拓
生
氏
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら
は
後
嵯
峨
院
の
宗
教
構
想
の
も
と
に
構
築
さ
れ
た
空
間
で
あ
り
、
こ
こ
に
証
恵
の
門
流
に
よ
る
僧
侶
集
団
を
形
成
し
た
の
も
院
の
宗
教

構
想
に
沿
っ
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
後
嵯
峨
院
死
後
は
、
浄
金
剛
院
に
法
華
堂
が
併
設
さ
れ
、
後
嵯
峨
院
の
遺
骨
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
以
降
、
浄
金
剛
院
ま
た
は
大
優
勝
院
に

お
い
て
、
後
嵯
峨
院
の
月
忌
や
御
八
講
な
ど
追
善
仏
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
仏
事
を
行
っ
て
い
る
の
は
や
は
り
顕
密
僧
で
あ
り
、

証
恵
の
門
流
が
そ
れ
ら
に
関
わ
っ
て
い
る
様
子
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は
、
慈
恵
の
門
流
は
こ
の
浄
金
剛
院
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
活
動
の
一
端
が
判
る
の
が
三
雲
の
曾
孫
弟
子
に
当
た
る
本
道
黒
棚
の
活
動
で
あ
る
。
例
え
ば
元
亨
三
年
（
＝
一
三
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三
）
十
一
月
八
日
に
は
、
尊
空
を
導
師
と
し
て
阿
弥
陀
一
尊
及
び
浄
土
三
部
経
の
供
養
が
行
わ
れ
、
浄
金
剛
院
僧
衆
が
法
事
讃
を
勤
め
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
、
こ
れ
は
伏
見
院
の
侍
女
で
後
伏
見
院
の
寵
愛
も
受
け
た
三
位
宗
子
の
一
周
忌
仏
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
証
恵
の
僧
侶

集
団
も
先
の
頓
恵
と
同
様
に
、
王
家
関
係
者
の
追
善
仏
事
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
同
年
に
は
花
園
院
か
ら
伏
見
院
と
皆
既
川
院
の
追
善
仏
事
勤
修
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
の
事
情
は
興
味
深
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
陳
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坊
城
）

　
今
日
奉
射
為
伏
見
院
排
日
白
河
院
御
菩
提
↓
可
レ
始
二
不
断
念
仏
一
之
由
、
以
二
院
宣
一
仰
二
本
道
上
人
一
く
以
二
定
資
一
書
レ
書
レ
之
、
悲
運
小
高
御
庄
役
一
口
二
判
物
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
季
衡
）

　
同
以
二
院
宣
一
仰
二
大
宮
前
大
納
言
　
也
、
此
事
年
来
為
二
北
白
”
出
御
菩
提
↓
於
二
北
白
川
法
華
堂
｝
有
二
不
断
念
仏
事
↓
而
安
楽
光
立
読
八
講
等
供
料
、
都
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
宇
多
）

　
無
鳳
御
沙
汰
ハ
側
又
同
止
レ
之
也
、
其
故
者
、
安
楽
光
院
主
管
領
後
、
法
王
更
無
二
仏
事
以
下
之
御
沙
汰
ハ

レ
致
二
沙
汰
一
之
由
仰
レ
之
、
但
御
仏
事
転
退
不
レ
可
レ
然
之
間
、

仰
二
本
道
上
人
一
也
、

⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
廊
予
又
何
重
氏
此
仏
事
之
沙
汰
【
乎
、
侃
不
レ
可

山
田
庄
日
来
命
盛
付
本
道
上
人
↓
而
知
恩
院
有
鳳
申
旨
一
之
問
返
篇
付
之
｛
側

　
見
院
御
菩
提
又
不
レ
可
二
黙
止
↓
侃
両
院
御
仏
事
、
仰
二
此
趣
一
也
〉
、

本
来
、
北
白
川
院
追
善
の
不
断
念
仏
は
北
白
川
法
華
堂
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
宇
多
院
が
仏
事
以
下
の
沙
汰
を
行
わ
な
か
っ

た
の
で
、
安
楽
光
院
御
八
講
以
下
の
仏
事
の
供
料
も
す
べ
て
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
、
し
か
し
仏
事
が
退
転
し
て
し
ま
う
の
は
よ
く
な
い
の
で
、

本
道
上
人
に
仰
せ
付
け
て
不
断
念
仏
を
始
め
さ
せ
た
、
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
例
か
ら
い
く
と
、
王
家
家
長
で
あ
っ
た
伏
見
院
の
追
善
仏
事
は

本
来
な
ら
顕
密
僧
が
担
当
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
王
家
関
係
者
の
追
善
仏
事
が
何
ら
か
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
中
止
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
と
き
、
そ
れ
に
代
わ
る
追
善
仏
事
を
行
い
う
る
僧
侶
集
団
と
し
て
こ
の
僧
侶
集
団
は
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外

に
も
、
尊
空
は
問
答
講
や
阿
弥
陀
講
を
行
っ
た
り
、
花
園
院
と
法
談
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
最
恵
の
僧
侶
集
団
も
先
の
摘

入
の
門
流
と
同
様
に
、
王
家
関
係
者
の
浄
土
信
仰
を
満
た
す
存
在
と
し
て
、
持
明
院
統
に
非
常
に
近
い
と
こ
ろ
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
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こ
こ
ま
で
は
王
家
関
係
者
と
結
び
つ
い
た
僧
侶
集
団
を
見
て
き
た
。
し
か
し
、
証
空
門
流
は
王
家
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
摂
関
家
な
ど
公
家

と
も
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
特
に
近
衛
家
と
の
関
係
が
見
え
る
の
が
法
興
浄
音
（
一
二
〇
～
又
は
〇
二
～
七
～
）
の
門
流
で
あ
る
。
系
譜
類
に
よ

る
と
忍
音
は
源
雅
清
の
息
、
源
兵
部
大
輔
通
年
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
『
尊
卑
分
脈
』
に
よ
る
と
、
源
通
継
の
父
は
雅
清
兄
弟
の
守
通
と
な

っ
て
お
り
記
述
が
合
わ
な
い
が
、
い
ず
れ
も
証
空
と
従
兄
弟
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
俗
縁
か
ら
夕
空
の
門
下
と
な
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ニ
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
ヲ

『
浄
土
伝
灯
総
系
譜
』
に
よ
れ
ば
、
三
音
は
「
於
二
洛
西
仁
和
寺
西
谷
皿
而
建
二
光
明
寺
一
」
と
あ
る
が
、
稲
田
壮
年
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

谷
光
明
寺
を
建
立
し
た
の
は
慈
円
門
弟
で
あ
る
求
仏
房
恵
築
紅
藻
で
あ
る
。
近
衛
家
の
援
助
の
も
と
、
西
谷
光
明
寺
の
塔
頭
的
存
在
と
し
て
曼

茶
母
堂
と
深
心
院
が
整
備
さ
れ
、
浄
曲
の
門
流
の
拠
点
と
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
稲
田
氏
の
紹
介
す
る
『
浄
土
西
山
西
谷
附
法

祖
伝
隔
挿
入
箋
に
よ
れ
ば
「
供
僧
十
二
口
、
衣
食
承
仕
三
人
」
と
あ
り
、
一
定
の
僧
侶
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　
で
は
、
こ
の
門
流
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
（
久
我
遜
妻
女
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
条
仁
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浄
音
）

　
女
房
早
世
、
二
物
痛
心
無
レ
極
、
心
神
共
廃
、
悲
哀
之
至
不
レ
知
二
殺
所
一
滴
也
、
北
政
所
・
垂
井
小
罪
等
渡
二
帰
近
衛
ハ
女
房
無
事
、
二
二
付
西
郊
上
人
一
致
二

　
　
　
　
　
　
　
（
平
時
仲
）

　
沙
汰
↓
且
又
兵
部
卿
入
道
一
向
仰
二
合
上
人
一
致
二
沙
汰
一
也
、

こ
れ
は
『
垂
心
院
関
自
記
隔
文
永
三
年
七
月
二
十
七
日
条
、
記
主
近
衛
鬼
事
の
妻
で
あ
る
久
我
通
能
女
が
死
去
し
た
際
の
記
事
で
あ
る
。
そ
の

葬
送
が
導
音
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
単
に
葬
送
の
み
に
携
わ
っ
た
の
で
は
な
く
、
追
善
仏
事
に
も
関
わ
っ
た
と
考
え
ら

⑳れ
、
先
の
頓
恵
岡
岬
、
葬
送
か
ら
追
善
仏
事
ま
で
一
括
で
請
け
負
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
基
平
の
母
で
あ
る
九
条
仁
子
は
善
導
忌
日

に
併
せ
て
光
明
講
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
も
浄
音
の
僧
侶
集
団
が
関
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
浄
音
の
門
流
は
近
衛
家

に
近
い
と
こ
ろ
で
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
見
た
黙
認
縄
入
の
門
流
や
道
観
証
恵
の
門
流
と
同
じ
よ
う
に
、
近
衛
家
関
係
者
の

浄
土
信
仰
を
満
た
す
存
在
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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④
立
信
円
空
の
僧
侶
集
団
（
深
草
義
）

　
こ
の
僧
侶
集
団
は
、
証
空
が
些
事
院
で
形
成
し
た
僧
侶
集
団
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
立
信
円
空
（
＝
二
三

～
ご
一
八
四
）
で
あ
る
。
円
空
の
出
自
も
よ
く
判
ら
な
い
が
、
勲
位
院
と
は
別
に
、
深
草
に
真
宗
院
と
い
う
寺
院
を
建
立
し
、
ま
た
歓
喜
心
院

も
兼
帯
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
二
に
よ
れ
ば
、
円
空
の
死
後
、
弟
子
の
間
で
遣
詩
話
・
真
宗
院
を
巡
っ
て
争
い
が

あ
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
門
流
が
ど
の
勢
力
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
か
が
判
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
園
寺
嬉
子
）

　
如
円
深
草
跡
レ
継
、
弟
子
道
光
房
・
其
弟
子
上
智
房
二
代
無
二
子
細
一
思
二
深
草
↓
生
烈
士
之
時
、
道
教
上
入
依
二
今
出
河
女
院
御
秘
計
↓
為
レ
令
レ
管
二
領
深
草
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
基
具
V

　
出
目
沙
汰
ハ
生
智
北
、
久
我
殿
為
二
方
人
一
支
二
二
之
↓
難
レ
然
道
教
上
人
、
縮
刷
強
土
秘
計
一
打
二
入
深
草
↓
此
時
生
智
房
宿
町
干
隣
坊
ハ
然
而
大
御
堂
所
従
両
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
播
〕

　
勤
行
之
、
納
皿
聖
教
経
蔵
蟹
玉
両
方
一
週
レ
封
不
レ
安
、
錐
レ
然
所
領
多
分
道
教
上
人
知
二
行
無
理
生
智
房
久
我
殿
御
寄
進
地
縫
磨
国
水
松
詠
進
三
百
斜
所
也
、

　
令
二
当
知
行
↓
件
所
居
住
之
処
、
生
智
房
死
去
、
其
後
道
教
上
人
深
草
・
語
群
管
領
畢
、
伍
如
円
房
跡
従
二
生
智
房
一
断
絶
也
、

少
し
意
味
の
取
り
辛
い
箇
所
も
あ
る
が
、
如
円
弟
子
で
あ
る
慧
智
房
と
円
空
の
弟
子
で
あ
る
顕
意
道
教
と
の
間
で
遣
野
羊
・
真
宗
院
を
巡
る
争

い
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
道
教
は
今
出
川
院
の
支
援
を
得
て
遣
迎
院
・
真
宗
院
の
奪
取
を
試
み
る
が
、
一
方
の
生
還
房
は
源
基
具
が

後
援
し
て
お
り
、
最
終
的
に
は
道
教
が
実
力
行
使
に
出
た
と
い
う
事
件
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
判
る
こ
と
は
、
こ
の
僧
侶
集
団
は
特
定
の

外
護
者
に
強
力
に
守
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
他
の
有
力
者
の
後
援
を
受
け
た
僧
侶
が
望
め
ば
、
そ
の
諸
系
を
覆
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

点
で
あ
る
。
上
述
の
通
り
、
遣
迎
院
は
九
条
道
家
の
後
援
で
建
て
ら
れ
た
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
九
条
家
の
支
援
は
継
続
し
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
り
、
他
に
後
援
者
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
門
流
の
活
動
に
も
特
徴
を
示
す
。
『
勘
仲
記
隔
に
は
「
今
日
為
二
聴
聞
｝
向
二
白
河
龍
護
田
↓
嵯
峨
道
教
上
人
讃
二
洋
弓
陀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

羅
ハ
相
二
当
先
人
御
月
忌
一
之
問
、
為
二
結
縁
｝
也
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
勘
解
由
小
路
兼
仲
が
父
経
仲
の
追
善
の
た
め
、
道
教
の
曼
茶
羅
供
養

に
参
詣
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
外
護
者
が
居
な
い
た
め
、
広
く
公
家
層
も
結
縁
可
能
な
仏
事
を
行
い
、
そ
の
支
援
を

受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
門
流
の
後
の
展
開
に
も
影
響
を
与
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
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⑤
地
方
で
形
成
さ
れ
た
僧
侶
集
団

　
証
空
の
門
流
は
京
都
だ
け
で
な
く
、
地
方
に
お
い
て
も
僧
侶
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
断
片
的
に
し
か
判
ら
な
い
が
、
幾
つ
か
挙
げ
て
お
く
。

ま
ず
鎌
倉
で
は
、
観
鏡
枕
入
の
弟
子
で
あ
る
智
道
が
新
善
光
寺
と
い
う
寺
院
を
建
立
し
て
い
る
。
高
橋
慎
一
朗
氏
は
こ
の
新
善
光
寺
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

名
越
氏
を
含
め
た
北
条
氏
一
門
で
建
立
さ
れ
た
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
智
道
は
北
条
泰
時
の
臨
終
善
知
識
を
勤
め
た
と
も
さ
れ
て
お
り
、
他

の
門
流
同
様
、
葬
送
や
追
善
仏
事
、
講
壇
仏
事
に
携
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
法
興
浄
化
の
門
流
か
ら
は
、
行
観
と
い
う
僧
が
武
蔵
国
鵜
木

光
明
寺
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
門
流
か
ら
は
武
蔵
国
神
奈
河
湊
で
教
線
を
張
っ
た
観
教
や
、
吾
妻
善
導
寺
を
会
心
に
活

動
し
た
道
覚
・
識
阿
な
ど
が
出
て
い
る
。
吾
妻
善
導
寺
は
貞
治
年
間
（
一
三
六
二
～
六
八
）
に
川
戸
城
主
秋
間
泰
則
の
後
援
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
地
方
で
教
線
を
拡
大
す
る
場
合
も
、
外
護
者
を
必
要
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
証
空
門
流
の
僧
侶
集
団
と
し
て
の
発
展
に
は
、
公
家
・
武
家
を
問
わ
ず
、
外
護
者
の
存
在
が
重
要
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
外
護
者
の
後
援
に
よ
っ
て
拠
点
と
な
る
寺
院
を
建
立
し
、
そ
こ
を
中
心
と
し
て
僧
侶
集
団
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

こ
れ
ら
証
空
門
流
の
活
動
に
は
、
外
護
者
に
関
連
す
る
葬
送
や
追
善
仏
事
、
ま
た
外
護
者
の
宗
教
的
欲
求
を
満
た
す
講
経
仏
事
が
多
く
見
え
る

の
で
あ
る
。
但
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
後
に
触
れ
る
示
脚
質
空
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
僧
侶
集
団
の
間
を
横
断
し
な
が
ら

修
学
に
励
む
僧
侶
が
常
に
存
在
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
僧
侶
の
流
動
的
な
移
動
の
中
で
こ
れ
ら
の
僧
侶
集
団
が
そ
の
紐
帯
と
し
て
存

在
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

①
門
選
択
密
要
決
」
（
『
浄
土
宗
全
書
』
八
）
。

②
菊
地
勇
次
郎
「
西
山
義
の
成
立
一
西
山
往
生
院
の
展
開
」
（
問
氏
前
掲
著
、

　
初
出
一
九
五
五
年
）
。

③
安
貞
二
年
二
月
四
日
「
中
宮
大
央
家
政
所
下
文
」
（
三
鈷
寺
文
轡
、
咽
鎌
倉
遺

　
文
㎏
三
七
一
四
回
目
に
よ
れ
ば
、
こ
の
証
空
の
念
仏
結
衆
に
対
し
て
徳
大
間
公
継

　
が
供
料
を
寄
進
し
て
い
る
。

④
『
善
恵
上
人
絵
㎞
巻
三
（
浄
土
宗
西
山
三
派
遠
忌
記
念
事
業
委
員
会
編
欄
西
山

　
国
師
絵
伝
（
露
橋
寺
本
）
h
法
蔵
館
、
一
九
九
四
年
、
以
降
、
噸
善
恵
上
人
絵
』
か

　
ら
の
引
用
は
、
こ
の
翻
刻
に
よ
る
〉
。

⑤
『
善
恵
上
人
絵
』
巻
上
。

⑥
『
華
頂
要
略
㎞
巻
七
十
八
。
蓮
華
寿
院
は
、
尾
張
局
（
二
更
入
道
親
王
の
母
）

　
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
後
鳥
羽
院
が
建
立
し
た
堂
舎
で
あ
る
。
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⑦
た
と
え
ば
、
弘
安
七
年
（
一
二
八
幽
）
に
は
、
前
青
蓮
院
門
跡
道
玄
が
善
峯
寺

　
の
本
坊
で
京
極
院
（
洞
院
情
子
）
の
追
善
仏
寮
を
行
っ
て
い
る
し
（
『
門
葉
記
㎞

　
巻
百
五
十
六
）
、
道
玄
は
弘
安
九
年
（
～
二
八
六
）
に
篠
笛
寺
で
慈
助
法
親
王
に

　
灌
頂
を
授
け
て
い
る
（
凹
門
葉
記
㎞
巻
百
二
十
九
）
。

⑧
「
浄
土
法
門
源
流
章
偏
（
『
続
群
書
類
従
㎞
第
八
輯
下
、
伝
部
）
。

⑨
青
木
淳
「
初
期
証
空
教
団
に
お
け
る
「
結
合
」
の
特
質
－
大
念
寺
阿
弥
陀
如

　
来
像
像
内
納
入
贔
資
料
の
分
析
を
中
心
と
し
て
」
（
『
西
山
学
会
年
報
』
六
、
一
九

　
九
六
年
）
。

⑩
高
橋
慎
一
朗
「
謳
空
の
小
坂
住
房
を
め
ぐ
る
一
考
察
扁
（
『
日
本
歴
史
㎏
六
〇
六
、

　
一
九
九
八
年
）
。

⑪
『
善
恵
上
人
絵
葱
巻
三
。

⑫
　
『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
五
月
十
四
日
条
、
六
月
二
十
三
日
条
な
ど
。

⑬
『
葉
黄
記
』
寛
元
四
年
五
月
十
四
日
条
。

⑭
野
村
恒
道
・
福
田
行
慈
露
盤
法
然
教
団
系
譜
選
㎞
胃
史
出
版
、
二
〇
〇
四
年
。

⑮
『
善
恵
上
入
選
』
巻
本
、
現
在
も
東
編
毒
の
南
郷
に
「
遣
繰
院
」
が
建
っ
て
い

　
る
が
、
こ
れ
は
明
治
初
年
に
　
旦
廃
寺
と
な
っ
た
も
の
が
、
大
正
三
年
（
一
九
一

　
四
）
に
再
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
『
京
都
・
山
城
寺
院
神
社
大
事
典
扁
）
。

⑯
『
玉
蕊
盃
建
暦
元
年
十
月
一
日
条
。

⑰
『
賑
月
記
憾
塁
壁
7
6
年
五
月
二
十
七
日
条
。

⑱
永
和
二
年
七
月
「
仁
空
麗
文
」
（
『
続
群
書
類
従
㎞
第
二
十
八
輯
下
、
釈
家
部
）
。

⑲
三
浦
皿
道
「
西
山
国
師
の
教
旨
信
仰
i
特
に
浄
橋
奪
の
梵
鐘
の
銘
文
を
中
心

　
と
し
て
」
（
噸
西
山
学
報
㎞
八
、
一
九
三
六
年
）
、
『
西
宮
市
史
冊
第
一
巻
（
西
宮
市

　
役
所
、
～
九
五
九
年
V
。
実
際
に
浄
橋
寺
の
あ
る
摂
津
国
生
瀬
の
地
は
湯
山
街
道

　
が
武
庫
川
を
渡
る
地
点
で
あ
る
。

⑳
網
野
善
彦
魍
増
補
　
無
縁
・
公
界
・
楽
臨
（
平
凡
社
、
一
九
九
六
年
、
初
出
一

　
九
七
八
年
）
、
細
川
涼
一
「
鎌
倉
仏
教
の
勧
進
活
動
－
律
宗
の
勧
進
活
動
を
中

　
心
に
」
（
岡
氏
著
『
中
世
寺
院
の
瓜
景
　
申
世
民
衆
の
生
活
と
心
性
㎞
新
曜
社
、

　
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
八
八
年
目
な
ど
。

⑳
牧
哲
義
「
「
吉
水
法
流
配
」
「
法
水
分
流
記
」
の
翻
刻
と
そ
の
研
究
1
～
i

　
資
料
篇
」
（
『
東
洋
学
研
究
』
三
〇
、
一
九
九
三
年
）
の
翻
刻
に
よ
る
。

⑳
　
商
橋
氏
前
掲
九
八
年
論
文
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ

⑱
　
欄
蓮
門
宗
派
㎞
も
こ
の
記
述
を
継
承
し
門
難
曲
観
日
・
観
明
・
智
道
三
人
西
山

　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
上
人
弟
子
誉
二
入
之
こ
と
し
て
い
る
。

⑳
　
騨
本
朝
高
僧
伝
㎞
十
五
。

⑳
大
石
雅
章
「
顕
密
体
制
内
に
お
け
る
禅
・
律
・
念
仏
の
位
舐
－
王
家
葬
送
を

　
通
じ
て
」
（
同
氏
署
欄
B
本
中
世
社
会
と
専
院
㎞
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
、

　
初
出
一
九
八
入
年
）
。

㊧
　
『
花
園
天
皇
農
記
協
元
亨
四
年
十
月
十
一
日
条
。

⑳
　
西
口
順
子
門
女
性
の
出
家
と
受
戒
漏
（
『
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
研

　
究
紀
要
㎞
五
、
～
九
九
二
年
）
。

⑳
　
『
皇
年
代
私
記
』
後
伏
見
院
（
『
改
定
史
籍
集
覧
』
十
九
）
。

⑲
　
『
増
鏡
』
第
六
「
お
り
る
る
雲
」
（
隅
配
本
古
典
文
学
大
系
　
八
七
輪
岩
波
書
店
、

　
一
九
六
五
偏
牛
）
。

⑳
『
百
練
革
塩
康
元
元
年
十
月
二
十
五
日
条
。

⑳
　
『
百
練
抄
』
康
元
元
年
六
月
七
日
条
。

⑳
　
大
村
拓
生
門
嵯
峨
と
大
堰
川
交
通
偏
（
同
氏
著
『
中
世
京
都
首
都
論
』
吉
州
弘

　
文
館
、
　
二
〇
〇
詣
ハ
年
、
初
出
二
〇
〇
四
布
†
）
。

⑱
　
　
『
士
鳳
補
記
』
文
・
永
十
年
六
月
二
十
一
目
条
。

⑭
　
『
花
園
天
皇
震
記
』
元
亨
三
年
十
一
月
八
目
条
。

⑳
　
『
花
園
天
皇
農
記
睡
元
亨
三
年
十
二
月
二
十
四
日
条
。
ち
な
み
に
吉
田
清
氏
は

　
こ
こ
で
登
場
す
る
「
知
恩
院
」
を
法
然
遺
跡
等
院
の
知
恩
院
と
し
て
解
釈
す
る
が
、

　
一
考
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
吉
田
清
「
初
期
知
恩
院
史
考
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研

　
究
㎏
　
一
五
－
二
、
　
一
九
六
七
灘
＋
）
。

⑳
　
稲
田
廣
演
「
浄
曲
上
人
の
著
述
と
西
谷
光
明
寺
の
周
辺
」
（
『
西
山
学
会
学
報
』
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～
四
、
二
〇
〇
三
年
）
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
糊
目
心
院
関
白
記
』
解
題
で

　
は
、
近
衛
基
平
の
院
号
が
「
深
心
院
扁
と
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
法
興
浄
音
が

　
一
時
住
持
を
勤
め
た
と
さ
れ
る
粟
生
光
明
寺
に
あ
っ
た
子
院
「
深
心
院
」
に
注
目

　
し
て
い
る
。
し
か
し
、
稲
田
氏
の
紹
介
す
る
隅
浄
土
西
山
西
谷
品
番
伝
㎞
挿
入
箋

　
に
見
え
る
よ
う
に
、
西
谷
光
明
寺
内
に
近
衛
巷
平
墓
所
と
し
て
門
深
心
院
」
が
建

　
立
さ
れ
た
が
、
後
に
退
転
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

⑳
　
『
深
心
院
関
白
記
睡
文
永
三
年
九
月
十
六
日
条
・
文
永
四
年
二
月
二
十
六
日
条
。

⑳
　
烈
日
心
院
関
白
記
㎞
文
永
四
年
三
月
十
四
日
半
、
『
民
経
記
』
同
日
条
。

⑲
　
魍
勘
伸
記
㎞
永
仁
二
年
三
月
十
五
日
条
。

⑩
　
高
橋
慎
一
里
門
鎌
倉
に
お
け
る
浄
土
宗
西
山
派
と
北
条
氏
」
（
同
氏
著
『
中
世

　
の
都
市
と
武
士
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）
。

⑪
　
噸
鎌
倉
年
代
記
裏
書
㎞
（
『
増
補
史
料
大
成
㎞
五
十
一
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
七

　
九
年
）
。

第
二
章
　
証
空
門
流
の
消
長

鎌倉期における専修念仏教団の形成と展開（坪井）

第
一
簾
　
消
え
る
門
流
、
生
き
残
る
門
流

　
こ
こ
ま
で
は
証
空
と
門
弟
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
僧
侶
集
団
を
形
成
し
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
こ
の
点
を
確
認
し
て
き
た
。

本
章
で
は
そ
れ
ら
の
僧
侶
集
団
の
展
開
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
前
章
で
見
た
僧
侶
集
団
は
、
後
々
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
く
門
流
と
、
途
中
で
消

え
て
し
ま
う
門
流
と
に
分
か
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
証
空
門
流
の
発
展
過
程
に
お
い
て
何
か
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ

っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。

　
ま
ず
は
西
谷
光
明
寺
内
に
形
成
さ
れ
た
法
興
浄
音
の
僧
侶
集
団
に
つ
い
て
見
て
い
く
が
、
こ
の
僧
侶
集
団
は
浄
音
の
没
後
、
衰
微
の
道
を
辿

る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。
先
に
も
用
い
た
『
浄
土
西
山
西
谷
附
法
岨
伝
』
挿
入
用
に
よ
れ
ば
、
こ
の
僧
侶
集
団
に
は
近
衛
家
か
ら
、
丹
波
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
興
浄
音
）

宮
田
荘
一
村
、
越
中
国
軍
努
荘
な
ど
が
供
料
と
し
て
寄
進
さ
れ
て
い
た
が
、
「
而
上
　
人
入
滅
後
、
尽
被
二
召
返
一
之
問
、
条
々
皆
以
顛
倒
畢
」

と
あ
り
、
浄
音
の
死
後
、
外
廻
者
で
あ
る
近
衛
家
か
ら
の
支
援
が
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
の
稲
田
廣
演
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
僧
侶

集
団
は
本
寺
で
あ
る
青
蓮
院
門
跡
の
支
配
に
取
り
込
ま
れ
る
形
で
、
南
北
朝
期
以
降
も
細
々
と
存
続
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
室
町
中
期
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①

に
は
西
谷
光
明
寺
そ
の
も
の
が
廃
絶
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
浄
金
剛
院
に
形
成
さ
れ
た
道
観
証
恵
の
僧
侶
集
団
に
つ
い
て
。
後
嵯
峨
院
の
宗
教
構
想
の
も
と
で
形
成
さ
れ
た
こ
の
僧
侶
集
団
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

南
北
朝
期
の
動
乱
を
経
て
亀
山
殿
の
地
に
天
龍
寺
が
創
建
さ
れ
る
と
、
そ
の
管
領
地
は
天
龍
寺
に
移
管
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

伴
い
、
後
嵯
峨
院
の
墓
所
で
あ
る
法
華
堂
な
ど
を
除
き
、
「
椎
野
」
の
地
に
移
転
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
、
朝
廷
か
ら
時
々
に
山
陵
使
や

御
論
経
使
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
僧
侶
集
団
が
王
家
関
係
者
の
仏
事
に
用
い
ら
れ
て
い
る
記
事
は
見
え
な
い
。
そ

の
一
方
で
、
『
法
水
分
流
記
』
に
は
興
味
深
い
記
述
が
見
え
る
。
そ
れ
は
、
先
に
登
場
し
た
本
道
滞
空
の
孫
弟
子
に
当
た
る
覚
観
の
項
に
、
「
公

秀
弟
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
親
町
三
条
公
秀
の
弟
に
当
た
る
人
物
が
、
こ
の
門
流
の
法
系
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
尊

卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
覚
観
の
弟
子
融
観
が
公
秀
の
子
息
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
正
親
町
三
条
家
の
仏
事
や
、
正
親
町
三
条
家
と
縁
戚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

関
係
に
あ
っ
た
伏
見
宮
家
の
仏
事
が
、
浄
書
二
院
で
行
わ
れ
て
い
る
記
事
が
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
先
の
『
法
水
分
流
記
嚇
の

記
事
は
蓋
然
性
の
高
い
記
述
で
あ
る
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
南
北
朝
期
以
降
の
浄
金
剛
院
の
僧
侶
集
団
は
、
王
家
か
ら
離
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

正
親
町
三
条
家
出
身
者
を
住
持
に
迎
え
、
そ
の
仏
事
を
中
心
に
活
動
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
深
草
真
宗
院
の
僧
侶
集
団
を
検
討
す
る
。
真
宗
院
自
体
は
永
仁
元
年
（
　
二
九
三
）
に
火
災
に
遭
い
、
大
和
国
十
市
郡
に
移
転
す
る

こ
と
と
な
る
が
、
徳
治
元
年
（
一
三
〇
六
）
に
顕
意
道
教
の
弟
子
で
あ
る
上
空
道
意
に
よ
っ
て
猪
熊
綾
小
路
に
円
福
寺
と
し
て
再
建
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
モ
　
　
セ
リ
⑥

る
。
『
円
福
寺
基
誌
』
に
よ
れ
ば
、
十
市
郡
に
移
転
す
る
際
も
「
真
宗
院
徒
亦
会
分
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
僧
侶
集
団
と
し
て
結
束
し
て
移
動

し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
さ
て
、
一
旦
は
焼
亡
し
て
し
ま
っ
た
真
宗
院
が
円
福
寺
と
し
て
再
生
す
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
二
条
家
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
支
援
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
『
円
福
寺
罪
悪
』
に
よ
れ
ば
、
二
条
道
平
が
発
空
道
意
の
許
を
訪
れ
て
「
斎
主
」
と

な
っ
た
と
記
し
て
お
り
、
円
福
寺
へ
の
「
勅
書
寄
進
状
等
」
は
二
条
家
に
預
け
置
か
れ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
『
康
富
記
』
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
ば
、
中
原
家
代
々
の
菩
提
寺
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
中
原
家
の
一
族
か
ら
も
住
持
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
登
場
し
た
三
福
寺
の
僧
侶
集

団
と
は
法
類
関
係
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
両
潮
間
で
比
較
的
自
由
に
所
属
を
変
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
心
安
い
間
柄
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
三
福
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⑨

寺
に
も
何
ら
か
の
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
さ
て
こ
こ
ま
で
を
ま
と
め
る
と
、
一
定
の
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、
僧
侶
集
団
が
形
成
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
外
客
者
と
の
関

係
が
、
安
定
的
で
あ
る
間
は
法
系
存
続
が
順
調
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
後
援
が
打
ち
切
ら
れ
た
と
き
、
新
た
な
温
習
者
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
、

法
系
の
存
続
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
者
に
当
た
る
の
が
西
谷
光
明
寺
内
の
法
興
石
音
の
門
流
で
あ
り
、
後
者
に
当
た
る

の
が
浄
金
剛
院
の
道
観
証
恵
の
門
流
と
深
草
真
宗
院
の
門
流
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
た
り
葡
の
よ
う
で
い
て
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
良
く
も
悪
く
も
こ
れ
ま
で
専
修
念
仏
の
支
持
基
盤
は
名
も
な
き
「
民
衆
」
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
蒼
空
門
流
に
お
け
る
僧
侶
集
団
の
形
成
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
、
あ
く
ま
で
外
蓋
者
を
確
保
で
き
る
か
と
い
っ
た
点
が
重

要
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
「
民
衆
」
と
の
係
わ
り
も
法
言
の
拠
点
と
な
る
寺
院
を
確
保
で
き
て
い
る
か
に
依
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
但
し
、
歓
喜
心
院
、
遣
学
院
、
浄
橋
寺
の
場
合
は
話
が
異
な
る
。
『
善
恵
上
人
絵
』
に
よ
れ
ば
、
「
歓
喜
心
院
・
浄
凹
面
・
遣
迎
下
等
は
と
も

　
　
（
証
空
）

に
祖
師
上
人
建
立
の
寺
な
り
と
い
へ
と
も
、
滅
後
に
は
こ
と
く
く
別
相
伝
の
所
と
な
り
て
、
彼
此
の
僧
衆
会
合
す
る
こ
と
も
ま
れ
な
り
し
に
、

（
実
導
）

貧
道
当
山
面
持
の
時
に
い
た
り
て
、
彼
等
の
諸
寺
こ
と
一
く
和
融
し
て
、
四
箇
寺
と
も
に
行
化
の
地
と
な
り
ぬ
る
事
、
さ
た
め
て
本
願
上
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
賢
慮
よ
り
こ
そ
お
こ
り
け
め
」
と
あ
り
、
仁
恵
実
導
（
一
三
〇
九
～
八
八
）
が
西
山
往
生
院
の
住
持
を
勤
め
て
い
る
問
に
、
こ
れ
ら
の
寺
院
及

び
僧
侶
集
団
は
、
往
生
院
の
傘
下
に
収
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
節
を
変
え
、
証
言
没
後
の
往
生
院
の
展
開
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

第
二
節
往
生
院
の
展
開

　
宝
治
元
年
（
＝
一
四
七
）
、
証
空
が
遣
各
院
で
死
去
す
る
と
、
そ
の
遺
骸
は
往
生
院
の
傍
ら
に
葬
ら
れ
た
。
建
長
年
間
（
＝
西
九
～
五
六
）
に

は
宇
都
宮
頼
綱
（
実
信
房
蓮
生
）
に
よ
っ
て
多
宝
塔
が
建
て
ら
れ
、
観
念
三
昧
院
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
『
善
恵
上
人
絵
輪
に
よ
れ
ば
、
頼
綱

を
中
心
に
し
て
不
断
念
仏
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
『
善
恵
上
人
絵
』
が
編
ま
れ
た
南
北
朝
期
に
は
「
祖
師
の
徳
行
し
る
人
は
な
は
た
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

く
な
く
、
教
授
の
本
旨
伝
る
者
尤
稀
な
る
」
状
態
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
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さ
て
、
証
空
没
後
の
往
生
院
で
あ
る
が
、
「
西
山
往
生
院
を
は
実
信
房
僧
衆
に
申
談
し
て
、
当
寺
の
宿
老
静
証
上
人
良
空
を
師
跡
伝
馬
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
勇
〕

と
そ
さ
た
め
け
る
、
次
は
立
信
上
人
円
空
、
次
は
遊
観
上
人
栖
空
な
り
、
こ
の
三
人
は
と
も
に
祖
師
面
受
の
直
弟
と
し
て
次
第
に
相
続
せ
ら

　
　
⑫

れ
け
り
」
と
あ
り
、
宇
都
宮
頼
綱
と
往
生
院
僧
衆
と
の
相
談
の
結
果
、
証
空
直
弟
で
あ
る
静
証
良
空
、
尊
信
円
空
、
勇
観
栖
空
が
順
次
相
続
し

た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
を
見
る
と
、
往
生
院
の
伝
持
は
順
調
に
推
移
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
様
々
に
問
題
を
抱
え
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
左
表
は
、
諸
書
に
見
え
る
往
生
院
住
持
次
第
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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蓮
門
宗
派

善
恵
上
人
絵

吉
水
法
流
記

浄・

y
惣
系
図

証
　
空

説
　
空

証
空

証
空

静
謳
良
空

静
証
良
空

立
信

浄
勝

尊
体

立
信
円
空

立
儒
円
空

頓
証

立
田

遊
観
栖
空

勇
観
栖
空

遊
観

勇
観

（
住
持
な
し
）

玄
観

玄
観

性
円

浄
恵

浄
円

聴
道

示
導
康
空

示
　
導

示
導

示
導

こ
れ
を
見
る
と
、
勇
観
栖
空
ま
で
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
噸
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
）
廓
に
は
立
証
良
空
の
後
に
尊
体
と
い
う
僧
が
入
っ
て

い
る
。
系
譜
類
に
よ
れ
ば
、
尊
体
が
二
型
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
は
一
致
し
て
い
る
が
、
『
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
二
で
は
次
の
よ
う
な
注
記
を

入
れ
て
い
る
。

　
景
綱
宇
律
宮
之
時
、
依
二
衆
徒
之
訴
皿
被
レ
止
鳳
長
老
一
之
後
、
住
二
法
性
寺
↓
伍
彼
筆
名
二
芝
焼
寺
義
↓

つ
ま
り
、
こ
の
尊
体
は
静
証
良
馬
の
跡
を
継
い
で
往
生
院
の
長
老
と
な
っ
た
が
、
「
衆
徒
怪
僧
」
に
よ
り
、
そ
の
職
を
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た

と
あ
る
の
で
あ
る
。
既
に
遣
迎
院
の
僧
侶
集
団
を
継
承
し
て
い
た
立
信
円
空
が
そ
の
後
の
住
持
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
往
生
院
に
お
い
て
師
資

相
承
に
よ
る
住
持
職
継
承
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
原
因
が
「
景
綱
宇
律
宮
之
時
」
と
い
う
記
述
に
当
た
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
よ
く
判
ら
な
い
。
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但
し
、
住
持
職
の
継
承
が
「
衆
徒
之
訴
」
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
『
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
）
』
で
は
、
往
生
院
の
僧

侶
集
団
の
こ
と
は
「
寺
家
」
と
呼
ん
で
お
り
、
「
衆
徒
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
往
生
院
が
あ
く
ま
で
延
暦
寺

の
別
所
で
あ
る
善
峯
寺
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
こ
の
「
衆
徒
之
訴
」
は
本
寺
延
暦
寺
の
意
向
と
考
え
る
の
が
よ
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
勇
観
栖
空
以
降
の
住
持
職
継
承
を
巡
る
問
題
か
ら
も
補
強
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
勇
｝

　
再
び
『
善
恵
上
人
絵
』
に
よ
れ
ば
、
「
遊
観
の
・
ち
は
、
玄
観
上
人
承
空
、
観
師
の
法
弟
に
て
そ
の
仁
に
あ
た
る
と
い
へ
と
も
、
門
人
な
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

賢
を
も
と
め
、
人
を
ゑ
ら
ひ
け
る
に
や
、
永
仁
以
来
元
亨
の
こ
ろ
ま
て
廿
六
七
年
の
あ
ひ
た
は
、
寺
務
の
名
字
も
な
く
て
す
き
に
し
に
」
と
あ

り
、
玄
冬
身
空
以
後
、
住
持
は
居
な
か
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
『
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
ご
で
は
性
円
、
浄
円
ら
を
歴
代
住
持

に
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
僧
侶
の
関
係
は
左
図
に
挙
げ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
玄
観
と
性
円
、
浄
円
は
兄
弟
弟
子
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
円
の
項
に
は
、
先
の
尊
体
同
様
、
往
生
院
の
長
老
を
止
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
浄
円
の
項
に
は
十
楽
一
宮
の
成
敗
に
よ
っ
て
、
西
山
長
老
を
宣
下
さ
れ
た
と

　
　
　
　
　
西
山
第
四
長
老
、

証
空

遊
観旧

観
郭
勤
剛

性
円
鱗
羅
動
画
毒

　
　
〔
樋
〕

　
　
西
山
住
、
拝
観
・
玄
観
二
代
弟

浄
円
子
、
宣
二
下
西
山
長
老
皿
、
自

　
　
二
十
楽
院
宮
ぼ
有
二
成
敗
一
、

頓
達
狸
遡

示
導
砿
野
鋤
鴛
專

あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
態
に
つ
い
て
大
塚
紀
弘
仁
は
、
勇
観
栖
空
が
後
継

者
を
明
確
に
し
な
か
っ
た
故
に
、
性
円
と
浄
円
と
の
間
で
住
持
を
巡
る
争
い
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

つ
た
の
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
事
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
青
蓮
院
門
跡
も
勤
め
た
信
楽
蓮
宮
弓
道
の
成
敗
に

よ
っ
て
解
決
が
図
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
往
生
院
の
住
持
選
定
に
あ
た
っ
て
、

師
資
相
承
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
の
は
本
寺
延
暦
寺
や
青
蓮
院
門
跡
の
意
向
だ
っ
た

の
で
あ
り
、
こ
の
例
か
ら
見
て
も
、
鎌
倉
期
の
往
生
院
が
延
暦
寺
の
影
響
下
に
あ

っ
た
と
い
う
位
置
づ
け
は
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
示
導
康
空
の
入

寺
に
つ
い
て
も
同
様
の
事
態
が
垣
間
見
え
る
。
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康
空
が
住
持
と
な
っ
た
際
の
事
情
に
つ
い
て
、
『
浄
土
惣
系
図

西
山
長
老
、
勇
観
・
玄
観
・
頓
達
上
人
ま
て
相
続
し
て
住
二
持
西
山
↓

家
↓
従
二
西
山
上
人
在
世
一
以
来
、
付
一
浄
土
門
一
望
二
野
面
一
秘
書
等
、

　
　
（
一
一
条
師
忠
）
　
　
　
　
　
（
静
観
）

（
西
谷
本
）
睡
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

色
葉
達
上
人
之
時
、
示
導
房
定
星
西
山
長
老
↓
寺
家
受
二
臥
之
一
志
二
番
達
房
↓
偽
退
二
出
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
粂
道
平
）

無
レ
所
レ
残
取
一
一
出
駕
　
詑
、
無
漏
聖
教
抄
物
一
成
＝
長
老
↓
幕
軍
上
人
者
当
時
二
条
殿
御

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
経
通
力
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
轟
〕

　
孫
、
香
園
寺
殿
甥
也
、
太
子
堂
長
老
従
父
兄
弟
也
、
示
導
房
者
、
九
条
殿
候
人
、
大
納
言
器
楽
候
人
、
青
侍
滝
口
左
衛
門
子
息
、
隠
道
・
彼
滝
口
左
衛
門

　
者
一
念
義
也
、
示
導
祖
父
園
二
念
義
↓
次
聞
二
天
難
壁
次
学
二
東
山
素
噺
仏
観
弟
子
也
、
後
転
二
玄
観
上
人
一
挙
二
得
之
↓
急
襲
導
上
人
者
大
原
西
山
東
唐
堂
等

　
　
　
　
　
　
　
　
（
仲
）

　
長
老
、
天
台
宗
者
忠
円
僧
正
弟
子
也
、

玄
観
の
弟
子
馬
素
が
「
長
老
」
で
あ
っ
た
と
き
、
示
導
康
空
が
西
山
長
老
を
望
み
、
「
寺
家
」
も
こ
れ
に
従
い
馬
差
に
背
い
た
た
め
、
頓
達
は

者
共
以
来
の
秘
書
等
を
持
ち
出
し
、
往
生
院
を
退
い
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
事
態
に
つ
い
て
、
『
善
恵
上
人
絵
騙
で
は
「
僧
衆
い
つ
し
か

　
　
　
　
　
　
　
（
玄
観
V

海
量
に
誘
き
て
、
師
匠
を
・
き
て
、
寺
務
を
も
せ
さ
せ
申
さ
は
や
と
い
ふ
程
の
さ
た
に
を
よ
ひ
け
り
、
さ
す
か
に
観
上
人
無
念
な
る
意
気
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

け
れ
は
、
か
た
く
む
つ
か
し
に
て
、
し
は
ら
く
当
山
の
交
衆
を
辞
し
て
、
城
北
雲
林
院
の
辺
に
そ
閑
居
せ
ら
れ
け
る
」
と
し
て
、
往
生
院
の

僧
衆
が
康
空
の
徳
に
古
き
、
住
持
に
推
戴
し
た
が
、
康
空
は
師
で
あ
る
玄
観
へ
の
遠
慮
か
ら
一
旦
は
辞
退
し
た
と
す
る
。
果
た
し
て
こ
の
後
、

康
空
が
往
生
院
住
持
を
望
ん
だ
の
か
は
判
ら
な
い
が
、
先
の
『
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
二
に
見
え
る
「
寺
家
」
が
往
生
院
の
僧
侶
集
団
を
指
し

て
い
る
こ
と
は
こ
こ
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
で
は
、
そ
の
霜
葉
と
対
立
し
た
頓
達
は
如
何
な
る
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
の
系
譜
に
は
薬
罐
を
指
し
て
「
学
頭
」
と
し
て
お
り
、

「
長
老
」
と
す
る
『
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
）
輪
の
記
事
と
は
合
わ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
往
生
院
の
僧
侶
集
団
の
中
心
に
い
た
人
物
と
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。
こ
の
頓
達
は
史
料
中
で
も
触
れ
る
よ
う
に
、
二
条
家
出
身
の
憎
侶
で
あ
る
。
上
述
の
円
福
寺
も
含
め
、
二
条
家
が
証
空
門
流
と
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
繋
が
り
を
持
っ
た
こ
と
は
高
橋
慎
一
朗
氏
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
康
空
は
侍
身
分
出
身
と
さ
れ
て
お
り
、
出
身
身
分
か

ら
す
る
と
雲
泥
の
差
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
貴
種
を
退
け
る
形
で
康
空
が
往
生
院
に
入
寺
で
き
た
の
は
、
当
然
、
康
空
自
身
の
政
治

的
力
量
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
延
暦
寺
の
影
響
下
に
あ
っ
た
往
生
院
の
性
格
と
、
直
写
の
経
歴
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
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ミ
　
む

、
つ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仲
）

　
こ
の
書
写
の
経
歴
、
活
動
に
つ
い
て
も
、
大
塚
紀
弘
氏
が
克
明
に
研
究
し
て
い
る
。
『
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
）
㎏
で
は
、
「
天
台
宗
者
忠
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

僧
正
弟
子
也
」
と
あ
る
｝
方
、
弟
子
で
あ
る
仁
空
実
導
の
認
め
た
『
仁
空
置
文
隔
に
よ
れ
ば
、
康
空
は
当
初
、
山
門
僧
で
あ
っ
た
本
光
房
禅
仙

と
い
う
僧
か
ら
画
面
を
受
学
し
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
浄
土
寺
門
跡
慈
勝
か
ら
付
窪
し
た
と
も
さ
れ
て
お
り
、
若
年
の
間
、
顕
密
の
修
行
に

明
け
暮
れ
た
様
子
が
窺
え
る
。
禅
仙
の
死
後
は
浄
土
に
転
じ
、
鎌
倉
の
覚
空
の
許
で
修
学
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
覚
空
は
観
書
証
入
の

孫
弟
子
に
当
た
る
人
物
で
あ
り
、
こ
こ
で
よ
う
や
く
証
空
門
流
に
列
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
往
生
院
の
玄
観
の
許
に
転
じ
、

や
が
て
往
生
院
の
住
持
と
な
る
が
、
大
塚
氏
に
よ
れ
ば
、
往
生
院
で
は
延
暦
寺
本
来
の
在
り
方
を
規
範
と
し
て
衣
食
住
改
革
を
行
っ
た
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
『
善
恵
上
人
絵
』
に
よ
る
と
、
康
空
は
後
醍
醐
天
皇
に
授
戒
し
て
い
る
が
、
後
醍
醐
か
ら
は
「
示
導
上
人
、
顕
露
の
智
徳
も
誉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

あ
る
う
へ
、
本
願
良
忍
上
人
の
戒
翁
忌
持
の
よ
し
、
き
こ
し
め
し
を
よ
ふ
歪
な
れ
は
」
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
顕
密
の
智
徳
を
備
え
、
良
忍
以

来
の
戒
法
を
伝
持
し
て
い
た
こ
と
が
、
康
空
の
評
価
を
高
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
延
暦
寺
の
影
響
下
に
あ
っ
た
往
生
院
の
住
持
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
こ
う
い
つ
た
世
上
の
評
判
に
依
る
部
分
が
大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
康
空
の
跡
を
継
ぎ
、
本
山
義
を
宣
揚
す
る
こ
と
と
な
る
仁
空
事
導
も
ま
た
、
当
初
は
顕
密
僧
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉

期
の
西
山
往
生
院
の
僧
侶
集
団
は
や
は
り
延
暦
寺
の
影
響
が
濃
厚
に
あ
り
、
ま
さ
に
顕
密
寺
院
の
周
縁
で
形
成
さ
れ
た
僧
侶
集
団
の
一
つ
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
故
、
本
寺
で
あ
る
延
暦
寺
と
の
関
係
が
重
要
と
な
り
、
師
資
相
承
に
よ
る
独
自
の
傘
立
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
が
、
寺
院
と
し
て
は
安
定
的
に
経
営
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
の
点
、
他
の
身
空
門
流
が
形
成
し
た
僧
侶
集
団
と
同
様
の
位
置
づ

け
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

＠＠o
稲
田
氏
前
掲
論
文
。

「
天
龍
寺
造
営
記
録
」
（
『
大
日
本
史
料
』
第
六
篇
六
冊
）
。

天
龍
寺
蔵
「
山
城
国
籍
峨
諸
寺
応
永
鈎
命
絵
図
」
に
は
、

天
龍
寺
の
西
方
に

　
「
椎
野
寺
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
移
転
後
の
浄
金
剛
院
に
当
た
’

　
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④
例
え
ば
、
伏
見
宮
栄
仁
親
王
の
遺
骨
は
浄
金
剛
院
に
も
納
め
ら
れ
て
お
り
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（
『
看
聞
日
記
睡
応
永
二
十
～
二
年
十
二
月
十
三
日
条
）
、
正
親
町
三
条
公
豊
の
十
三

　
回
忌
に
際
し
、
孫
の
風
雅
ら
は
浄
金
醐
院
に
参
詣
し
て
い
る
（
噸
虚
聞
日
記
㎞
応

　
・
氷
二
十
五
年
六
月
二
十
四
〔
口
条
）
。

⑤
池
田
円
暁
「
浄
金
剛
院
顛
末
記
」
（
魍
西
撫
禅
林
学
報
』
一
六
、
一
九
七
五
年
）
。

⑥
日
円
福
寺
基
誌
』
解
題
」
（
欄
深
草
教
学
㎞
二
〇
、
一
九
九
九
年
）
の
翻
刻
に
よ

　
る
。

⑦
高
橋
慎
一
朗
「
西
山
派
と
二
条
家
の
人
々
」
（
『
西
山
学
会
年
報
島
七
、
一
九
九

　
七
年
）
。

⑧
『
康
富
記
㎞
享
徳
三
年
七
月
十
四
日
条
な
ど
。
ま
た
、
円
福
媒
蟻
壁
頓
意
宣
恵

　
は
康
富
の
次
男
で
あ
る
。

⑨
小
島
英
裕
・
稲
田
廣
演
「
『
康
富
記
㎞
に
み
る
西
康
派
の
動
向
（
一
）
」
（
『
深
草

　
教
学
㎞
二
〇
、
｝
九
九
九
年
）
。

⑩
『
善
恵
上
人
絵
』
巻
六
。

⑪
『
善
恵
上
人
絵
蝕
巻
六
。
ま
た
『
山
州
名
跡
志
㎞
に
よ
れ
ば
、
近
世
の
隣
点
で

　
こ
の
凄
艶
墓
所
は
「
荒
廃
年
久
ク
、
下
縫
艸
庵
也
」
と
あ
り
、
後
述
す
る
親
驚
墓

　
所
で
あ
る
本
願
寺
や
法
然
墓
所
を
起
源
と
す
る
知
恩
院
と
は
違
い
、
祖
師
信
仰
の

　
拠
点
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑫
噸
善
恵
上
人
絵
㎞
巻
五
。

⑬
㎎
善
恵
上
人
絵
㎞
巻
五
。

⑭
大
塚
紀
弘
「
教
院
興
行
と
三
鈷
寺
流
の
成
立
一
康
空
か
ら
仁
空
・
照
源
へ
」

　
（
同
氏
前
掲
著
所
収
）
。

⑮
遡
善
恵
上
人
絵
臨
巻
五
。

⑯
高
橋
氏
前
掲
九
七
年
論
文
。

⑰
大
塚
氏
前
掲
論
文
、
同
「
三
鈷
寺
流
に
よ
る
教
院
興
行
の
思
想
扁
（
岡
氏
前
掲

　
著
、
初
出
二
〇
〇
六
甲
＋
）
。

⑱
永
和
二
年
七
月
「
仁
空
置
文
」
（
『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
八
輯
下
、
釈
家
部
）
。

⑲
『
善
恵
上
人
絵
』
巻
五
。
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第
三
章
　
親
鷺
門
流
・
良
忠
門
流
の
京
都
進
出
！
祖
師
信
仰
寺
院
の
形
成
一

第
　
節
　
初
期
本
願
寺
の
活
動

　
こ
れ
ま
で
証
空
門
流
が
ど
の
よ
う
な
僧
侶
集
団
を
形
成
し
て
き
た
の
か
、
二
章
に
わ
た
っ
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
そ
こ
で
見
え
て
き
た
の

は
、
一
つ
に
は
堆
黒
者
を
得
て
拠
点
寺
院
を
建
立
し
、
そ
こ
を
申
心
に
僧
侶
集
団
を
形
成
し
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
～
つ
に
は
延
暦
寺
別
所
寺

院
の
周
辺
で
僧
侶
集
団
を
形
成
し
た
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
手
空
門
流
は
京
都
を
中
心
に
拠
点
寺
院
を
建
立
し
な
が
ら
僧
侶
集
団

を
形
成
し
て
い
る
が
、
鎌
倉
後
期
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
は
地
方
で
僧
侶
集
団
を
形
成
し
て
い
た
親
鷲
門
流
と
良
忠
門
流
（
鎮
西
義
）
が
京
都

に
進
出
し
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
両
門
流
は
こ
の
後
も
多
く
の
門
徒
集
団
・
僧
侶
集
団
を
各
地
で
形
成
す
る
が
、
そ
の
　
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
京
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都
に
お
い
て
証
空
門
流
と
は
異
な
る
特
色
を
持
っ
た
僧
侶
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
本
節
で
は
ま
ず
初
期
本
願
寺
の
活
動
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
多
く
の
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
、
確
認
し
て
い
く
。

　
「
建
永
の
法
難
」
事
件
で
越
後
流
罪
と
な
っ
た
親
驚
は
、
建
暦
元
年
（
ご
＝
一
）
に
赦
免
さ
れ
て
い
る
が
、
京
都
へ
は
戻
ら
ず
関
東
で
活

動
を
続
け
、
高
田
門
徒
、
鹿
島
門
徒
、
横
蕾
根
門
徒
な
ど
の
門
徒
集
団
を
組
織
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
数
百
人
程
度
、
そ
の
組
織
は
親
鷲
面
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
弟
子
が
中
核
と
な
っ
て
、
そ
の
周
辺
に
同
法
者
が
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
門
徒
集
団
を
形
成
し
た
こ
と
が
、

親
驚
門
流
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
問
違
い
な
い
。

　
し
か
し
文
暦
元
年
（
一
二
一
一
西
）
、
親
鷲
は
帰
京
し
、
当
初
は
五
条
西
洞
院
に
居
を
構
え
る
が
、
後
に
弟
尋
有
が
所
持
し
て
い
た
三
条
富
小
路

善
法
房
に
移
住
す
る
。
こ
の
間
、
関
東
の
門
徒
集
団
か
ら
の
経
済
的
支
援
で
生
活
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
弘
長
二
年
（
＝
一
六
二
）
に

死
去
、
遺
骨
は
い
っ
た
ん
「
大
谷
」
の
地
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
十
年
後
の
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
、
関
東
の
門
徒
た
ち

の
支
援
を
得
て
、
「
吉
水
の
北
の
辺
」
に
廟
堂
が
建
立
さ
れ
、
親
様
の
影
像
が
安
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
大
谷
廟
堂
の
成
立
で
あ
る
。

　
大
谷
廟
堂
は
こ
の
後
、
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
に
寺
院
化
し
て
「
本
願
寺
」
と
号
す
る
が
、
一
定
の
「
念
仏
衆
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
建
立
さ
れ
た
吉
水
の
地
は
、
お
お
よ
そ
現
在
の
知
恩
院
の
北
側
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
は
天
台
教
団
内
部
の
一
小

　
　
　
　
　
　
　
　
②

寺
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
延
暦
寺
と
の
関
係
を
確
認
す
る
と
、
覚
信
濃
の
子
息
で
あ
る
覚
恵
は
、
親
署
の
実
家
で
あ
る
日
野
家
の
日

野
光
国
の
仲
介
に
よ
り
、
青
蓮
院
門
跡
寺
詣
の
許
で
出
家
し
て
い
る
。
第
三
代
留
守
職
場
如
は
東
大
寺
戒
壇
で
受
戒
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降

の
代
々
留
守
職
は
青
蓮
院
で
得
度
授
戒
を
経
る
こ
と
で
出
家
を
果
た
し
て
い
る
。
青
蓮
院
と
の
こ
う
い
つ
た
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
青

蓮
院
の
「
末
寺
」
と
も
「
院
家
」
と
も
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
大
田
壮
　
郎
氏
に
よ
り
、
本
来
の
本
願
寺
の
本
所
は
一
条
家
の
家
門
寺
院
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
た
妙
香
院
で
あ
り
、
初
期
本
願
寺
と
青
蓮
院
と
は
「
候
人
」
の
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
直
接
の
師

資
相
承
関
係
に
は
無
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
青
蓮
院
門
跡
が
本
願
寺
住
持
の
補
任
権
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
本
願
寺
の
僧
衆
が
日
常
的
に
天
台
教

学
圏
に
お
い
て
仏
事
勤
修
な
ど
を
行
う
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
大
衆
か
ら
の
抑
圧
行
動
に
は
門
跡
か
ら
の
口
入
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
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な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
善
導
以
降
の
留
守
職
は
青
蓮
院
で
得
度
受
戒
を
経
て
い
る
が
、
本
願
寺
に
入
る
ま
で
は
青
蓮
院

で
修
学
し
て
い
る
。
「
今
人
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
、
恐
ら
く
門
跡
へ
何
ら
か
の
奉
仕
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
門
跡
か
ら
一

定
の
保
護
が
与
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
本
願
寺
の
僧
侶
集
団
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
は
日
野
家
な
ど
の
公
家
の
葬
礼
や
追
善
仏
事
で
あ
る
。

山
田
雅
教
氏
は
、
黒
質
ら
が
京
都
の
公
家
社
会
で
交
流
が
出
来
た
背
景
と
し
て
、
公
家
の
追
善
仏
事
を
勤
修
す
る
こ
と
に
よ
る
布
施
が
貴
重
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

収
入
源
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
察
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
京
都
の
親
禰
門
流
は
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
証
空
門
流
と
同
じ
く
、
公
家
の
浄

土
信
仰
を
満
た
す
仏
事
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
山
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
成
立
当
初
の
親
驚
門
徒
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

声
明
の
節
が
各
人
独
特
で
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
覚
書
や
存
覚
は
証
空
門
流
の
許
で
修
学
し
て
、
「
王
城
の
こ

⑦ゑ
」
の
習
得
を
目
指
し
た
の
も
、
一
つ
に
は
公
家
の
仏
事
を
こ
な
す
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
何
よ
り
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
親
鷲
の
忌
日
仏
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
親
鷺
）

　
御
念
仏
衆
議
中
に
令
レ
申
候
、
抑
国
々
故
上
司
之
門
徒
人
々
、
毎
月
廿
七
日
御
念
仏
用
途
、
難
レ
為
二
乏
少
↓
相
は
け
み
候
之
処
、
時
々
闘
怠
之
由
、
歎
存
候
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
お
カ
W

　
所
詮
候
、
彼
用
途
を
は
野
獣
御
房
御
方
二
□
か
れ
も
し
て
候
ハ
・
、
念
仏
衆
け
た
い
候
ハ
・
、
他
僧
を
も
請
し
て
可
レ
致
レ
勤
二
修
諸
役
一
候
、
以
二
黒
旨
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
衆
徒
之
中
二
可
レ
有
二
御
心
得
【
候
、
恐
々
謹
言
、

こ
れ
は
弘
安
年
間
（
～
二
七
八
～
八
八
）
に
、
信
海
ら
東
国
門
徒
が
覚
恵
ら
本
願
寺
の
念
仏
衆
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
が
、
毎
月
二
十
七
日
の
親

里
忌
日
に
念
仏
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
料
足
を
東
国
門
徒
が
負
担
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
時
々
閾
怠
」
を
東
国

門
徒
か
ら
諌
め
ら
れ
て
い
る
が
、
後
に
覚
如
が
『
報
恩
講
私
記
』
を
著
し
、
ま
た
「
遷
化
の
日
は
月
々
の
例
事
と
し
て
い
ま
も
か
な
ら
す
一
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
儲
て
、
三
段
を
演
る
も
の
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
親
驚
の
月
々
の
命
日
に
仏
事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
上
述
の
通
り
、
成
立
当
初
か
ら
大
谷
廟
堂
に
は
親
善
の
影
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
高
田
門
徒
の
顕
智
ら
に
よ
っ
て
造
立

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
影
像
を
安
置
す
る
こ
と
は
、
門
弟
た
ち
が
い
ま
は
亡
き
親
鷲
か
ら
「
面
授
」
を
受
け
る
た
め
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
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⑧

い
る
。
そ
う
い
っ
た
祖
師
信
仰
に
基
づ
く
僧
侶
集
団
を
形
成
し
た
の
が
本
願
寺
の
特
徴
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
開
山
上
人
の
御
座
所
」
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

性
格
が
濃
厚
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
南
北
朝
内
乱
で
堂
舎
が
兵
火
に
罹
っ
て
も
門
弟
に
よ
り
再
興
が
果
た
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
後
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

多
く
の
者
が
参
詣
で
き
る
よ
う
に
、
御
影
堂
の
形
も
改
め
ら
れ
て
い
る
。
本
願
寺
成
立
当
初
は
経
済
的
に
も
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
は
夙

に
指
摘
さ
れ
る
点
で
は
あ
る
が
、
祖
師
信
仰
の
高
ま
り
と
と
も
に
次
第
に
全
国
の
門
徒
組
織
に
対
し
て
も
優
越
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。　

こ
の
こ
と
は
往
生
院
と
比
較
す
る
と
非
常
に
興
味
深
い
。
上
述
の
通
り
、
往
生
院
の
証
空
墓
所
は
祖
師
信
仰
の
拠
点
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、

ま
た
延
暦
寺
別
所
た
る
善
峯
寺
の
影
響
下
に
あ
る
た
め
、
様
々
な
遁
世
僧
を
受
け
入
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
延
暦
寺
側
の

意
向
に
よ
り
住
持
が
左
右
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
本
願
寺
の
場
合
は
同
じ
延
暦
寺
周
辺
に
あ
り
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
祖

師
信
仰
の
寺
院
で
あ
り
、
広
く
延
暦
寺
の
遁
世
僧
が
向
か
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
本
願
寺
で
は
、
内
部
で
留
守
職
を

巡
っ
て
争
い
青
蓮
院
門
跡
の
裁
許
を
受
け
る
事
態
に
発
展
す
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
留
守
職
が
一
族
内
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ

の
点
に
お
い
て
、
本
願
寺
で
は
証
悟
門
流
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
性
格
の
僧
侶
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
良
忠
門
流
の
京
都
進
出
と
知
恩
院

　
さ
て
本
節
で
は
、
真
宗
と
並
ん
で
後
に
浄
土
系
宗
派
の
　
大
勢
力
と
な
る
良
忠
門
流
（
鎮
西
義
）
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
一
般
に
「
鎮

西
義
」
の
発
展
と
し
て
描
か
れ
る
道
筋
は
、
法
然
の
許
に
参
じ
た
弁
長
（
＝
六
二
～
＝
～
三
八
）
が
鎮
西
で
、
ま
た
弁
長
の
弟
子
と
な
っ
た
良

忠
（
＝
九
九
～
＝
天
七
）
が
関
東
で
教
線
を
張
り
、
良
忠
の
弟
子
良
暁
・
性
心
・
尊
観
は
引
き
続
き
関
東
で
活
躍
す
る
～
方
、
道
光
・
然

空
・
良
空
が
京
都
に
進
出
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
ず
は
弁
長
と
良
忠
の
形
成
し
た
僧
侶
集
団
に
つ
い
て
確
認
し
、
良
忠
門
流
の
京
都
進
出
が
ど
の

よ
う
な
形
で
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
筑
前
国
油
山
の
学
頭
を
勤
め
て
い
た
弁
士
が
初
め
て
法
然
の
許
に
参
じ
た
の
は
建
久
八
年
（
＝
九
七
）
で
、
建
久
十
年
か
ら
元
久
元
年
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（
＝
δ
四
）
ま
で
足
か
け
六
年
、
法
然
の
許
で
修
学
に
励
ん
だ
と
さ
れ
る
。
九
州
に
帰
る
と
、
い
っ
た
ん
は
高
良
山
の
麓
に
あ
る
苔
寺
に
入

り
、
一
千
日
如
法
念
仏
を
行
う
が
、
後
に
筑
後
甲
山
本
郷
に
善
導
寺
を
建
立
し
、
こ
こ
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
の

善
導
寺
が
草
野
氏
の
後
援
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
荊
聖
光
上
人
伝
』
に
よ
れ
ば
、
「
地
主
要
阿
寄
一
進
縫
地
」
「
彼
妻
証
書
施
二

　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

入
水
田
こ
と
あ
る
が
、
『
草
野
系
図
』
に
よ
る
と
、
こ
の
作
阿
が
筑
後
国
在
国
司
・
押
領
使
で
あ
っ
た
草
野
永
平
の
娘
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
善
導
寺
で
は
「
僧
徒
成
レ
林
、
長
日
勤
行
、
恒
例
大
会
〈
私
道
、
指
三
春
秋
行
二
迎
毎
会
一
也
〉
、
継
レ
日
不
レ
慨
、
逐
レ
年
無
レ
絶
」
と
あ
り
、
馬

長
も
ま
た
、
地
方
に
お
い
て
外
套
者
を
得
て
拠
点
寺
院
を
建
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
僧
侶
集
団
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
里
長
の
法
を
継
い
だ
と
さ
れ
る
良
忠
も
同
様
で
あ
っ
た
。
良
忠
は
嘉
禎
二
年
（
＝
～
三
六
）
、
上
長
に
参
学
し
、
そ
の
著
作
で
あ
る

『
徹
選
択
集
』
『
末
代
念
仏
授
手
印
晦
を
授
与
さ
れ
て
い
る
が
、
翌
年
に
は
そ
の
許
を
去
り
、
い
っ
た
ん
故
郷
の
石
見
で
教
典
を
張
っ
た
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

関
東
に
移
住
し
て
い
る
。
関
東
で
は
匝
瑳
郡
鏑
木
や
福
岡
で
千
葉
氏
の
庇
護
の
も
と
著
述
生
活
を
送
る
が
、
後
に
不
和
が
生
じ
鎌
倉
に
移
っ
て

お
り
、
鎌
倉
で
は
大
仏
朝
直
の
帰
依
を
得
て
、
悟
真
寺
を
建
立
、
こ
こ
で
独
自
の
僧
侶
集
団
を
形
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
良
忠
は
多
く

の
著
作
を
残
し
て
お
り
、
弁
長
か
ら
継
承
し
た
鎮
西
義
の
教
義
を
大
成
し
た
人
物
と
し
て
、
後
世
に
は
「
記
主
禅
師
」
と
尊
称
さ
れ
て
い
る
が
、

僧
侶
集
団
の
形
成
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
弁
長
の
僧
侶
集
団
を
継
承
し
た
も
の
で
は
な
く
、
独
自
の
僧
侶
集
団
を
形
成
し
た
も
の
と
評
価
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
証
空
門
流
の
大
半
と
変
わ
る
こ
と
な
く
、
何
ら
か
の
外
護
者
を
求

め
、
そ
の
支
援
に
よ
っ
て
拠
点
寺
院
を
建
立
し
、
外
護
者
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
と
拠
点
寺
院
は
放
棄
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
後
の
良
忠
門
流
の
展
開
を
考
え
る
上
で
重
要
に
な
る
の
は
、
親
等
門
流
と
同
様
に
、
京
都
に
進
出
し
た
点
で
あ
る
。
良
忠
は

既
に
京
都
で
教
線
を
張
っ
て
い
た
良
空
・
然
空
の
要
請
に
応
じ
て
建
治
二
年
（
コ
一
七
六
）
に
上
洛
し
、
爾
来
十
一
年
間
、
京
都
で
布
教
に
当

た
っ
た
と
さ
れ
る
。
上
京
中
の
事
績
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
扇
島
門
流
と
の
合
流
で
あ
る
。
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
瞬
巻
四
十
六
に
よ
れ

⑱ば
、
法
然
常
随
弟
子
で
あ
っ
た
誤
謬
は
、
法
然
の
念
仏
義
を
正
確
に
継
承
し
て
い
る
の
は
雲
影
で
あ
る
と
語
っ
て
い
た
と
し
て
お
り
、
幣
信
の

弟
子
で
あ
る
努
力
と
良
忠
が
東
山
赤
築
地
で
法
談
を
行
っ
た
結
果
、
全
く
異
な
る
所
が
無
い
と
し
て
両
者
は
合
流
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
記
し
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て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
田
村
円
熟
氏
は
、
京
都
に
基
盤
を
持
た
な
い
良
忠
門
流
が
既
存
の
浄
土
系
勢
力
に
対
抗
す
る
た
め
、
源
智
の
門
流
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

吸
収
合
併
し
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
系
譜
類
に
よ
る
と
、
確
か
に
源
智
の
弟
子
と
し
て
叢
叢
と
い
う
僧
侶
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
蓮

寂
が
京
都
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
果
た
し
て
実
際
に
良
忠
と
こ
の
よ
う
な
法
談
を
行
っ
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

系
譜
類
を
見
る
と
、
両
者
の
結
節
点
と
し
て
別
の
人
物
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
『
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
二
に
よ
れ
ば
、
源
智
の
法
系
は
、
「
蓮
寂
一
道
意
－
如
｝
雪
空
」
と
継
承
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
如
一
如
空
」
で
法

系
が
途
絶
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
『
法
水
分
流
記
』
に
よ
れ
ば
、
「
弁
長
一
良
忠
f
良
空
－
滞
空
如
一
一
…
」
と
継
承
さ
れ
て
お
り
、
如
空

と
い
う
僧
侶
が
源
智
の
法
堂
と
弁
長
の
法
諺
の
両
方
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
浄
土
伝
灯
総
系
譜
』
で
は
「
如
一
又
従
造
童
後
師
記
主
・
」

と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
勘
案
す
る
と
、
先
の
蓮
寂
と
良
忠
の
法
談
に
よ
る
両
者
の
合
流
と
い
う
事
態
が
、
具
体
的
に
は
こ
の
下
面
と
良

忠
・
良
空
と
の
連
携
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
良
忠
門
流
が
京
都
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
こ
の
如
空
と
い
う
人
物
の
活
動
を
通
し
て
確
認
す
る
。
西
園
寺
公
衡
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

正
和
四
年
（
ご
三
五
）
五
月
一
一
十
六
日
、
病
身
を
押
し
て
如
空
の
房
舎
に
行
き
、
共
に
念
仏
を
修
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
公
衡
自
身
が
「
依

レ
難
レ
期
二
旦
暮
一
弥
批
二
万
事
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
臨
終
を
意
識
し
た
行
動
で
あ
ろ
う
。
ま
た
花
園
院
は
、
日
頃
伏
見
院
が
飼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

っ
て
い
た
犬
が
今
に
も
死
に
臨
む
と
い
う
段
に
な
っ
て
、
こ
の
犬
を
滞
空
の
許
に
送
り
届
け
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
死
活
を
意
識
し
て
の

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先
の
公
衡
の
行
動
と
も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
如
空
も
ま
た
臨
終
善
知
識
や
葬
送
、
追
善
仏
事
等
に
従
事
し
て

い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
如
露
は
た
び
た
び
花
園
院
と
法
談
を
行
い
、
法
然
の
『
選
択
集
』
を
解
釈
す
る
な
ど
、
や
は
り
院
や
公
家

た
ち
の
浄
土
信
仰
を
満
た
す
存
在
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
如
空
が
死
去
す
る
と
花
園
院
は
「
近
来
念
仏
宗
興
隆
人
也
、
定
一
宗
衰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

微
之
副
題
、
可
二
歎
息
一
々
嬉
々
」
と
記
し
、
そ
の
死
を
悼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
第
一
章
で
見
た
証
空
門
流
の
活
動
と
大
き

く
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
京
都
に
進
出
し
た
良
患
門
流
も
、
や
は
り
公
家
社
会
の
中
で
活
動
し
つ
つ
、
僧
侶
集
団
を
形
成
し
て
い
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
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で
は
如
空
が
拠
点
と
し
た
の
は
、
何
処
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
如
空
が
知
恩
院
に
進
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
点

　
　
⑬

で
あ
る
。
建
暦
二
年
（
＝
＝
二
）
、
法
然
が
大
谷
の
住
坊
で
死
去
す
る
と
、
遺
骸
は
そ
の
東
の
岸
の
上
に
葬
ら
れ
る
こ
と
な
っ
た
が
、
そ
の
法

然
墓
所
は
「
嘉
禄
の
法
難
」
事
件
に
お
い
て
、
延
暦
寺
衆
徒
に
よ
り
破
却
さ
れ
て
い
る
。
寺
運
類
に
よ
れ
ば
そ
の
後
、
源
智
が
こ
の
地
を
再
興

し
、
四
条
天
皇
よ
り
廟
堂
に
「
知
恩
教
院
」
、
大
殿
に
「
大
谷
寺
」
、
総
門
に
「
華
頂
山
」
の
勅
額
を
賜
っ
た
と
も
伝
え
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は

　
　
　
⑭

判
ら
な
い
。
現
在
、
知
恩
院
と
い
う
名
称
が
早
い
段
階
で
見
え
る
の
は
、
正
和
四
年
の
年
紀
が
記
さ
れ
る
「
法
然
上
人
像
版
木
」
（
知
恩
院
蔵
）

で
あ
る
が
、
「
嘉
禄
の
法
難
」
事
件
後
、
早
い
段
階
で
法
然
墓
所
で
あ
っ
た
地
に
堂
舎
が
再
興
さ
れ
、
十
三
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
に
知
恩
院
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
元
よ
り
法
然
墓
所
が
青
蓮
院
門
跡
管
下
の
地
に
あ
っ
た
故
か
、
こ
れ
以
降
も
知
恩
院
は
青
蓮
院

門
跡
か
ら
の
何
ら
か
の
庇
護
が
与
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
先
の
本
願
寺
と
同
様
、
本
源
的
な
住
持
補
任
権
は
青
蓮
院
門
跡
に
帰
す
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
そ
の
知
恩
院
の
住
持
で
あ
る
が
、
寺
伝
類
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
①
法
然
i
②
源
智
1
③
本
仏
一
④
旧
記
…
⑤
覚
生
1
⑥
遍
空
1
⑦
了
信
一
⑧
如
空
…
⑨
舜
昌
…

こ
の
う
ち
、
③
本
仏
、
④
道
舜
、
⑦
了
信
に
つ
い
て
は
、
他
の
史
料
に
も
現
れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
経
歴
を
持
っ
た
僧
侶
で
あ
っ
た
の
か
、
判
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
し
な
い
。
し
か
し
、
⑤
愚
生
に
つ
い
て
は
先
に
登
場
し
た
墨
入
の
門
流
で
あ
る
三
福
寺
了
観
の
弟
子
、
頓
恵
の
兄
弟
弟
子
と
し
て
確
認
で
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ま
た
⑥
遍
空
も
同
様
に
証
入
の
孫
弟
子
と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
質
入
の
僧
侶
集
団
は
証
空
の
小
坂
住
坊
の
僧
侶
集
団
を
引
き
継
ぎ
、

六
波
羅
の
地
を
拠
点
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
小
坂
の
地
と
知
恩
院
は
非
常
に
近
い
。
恐
ら
く
そ
う
い
っ
た
地
理
的
関
係
か
ら
、
思
入
の
門

流
が
知
恩
院
の
地
を
押
さ
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
引
き
続
い
て
第
八
代
に
如
空
が
知
恩
院
住
持
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
さ
て
、
正
和
四
年
五
月
二
十
六
日
に
西
園
寺
公
衡
が
如
空
の
房
舎
を
訪
れ
て
念
仏
を
修
し
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
が
、
実
は
そ
の
二
日
前
に

も
、
公
衡
は
如
空
房
舎
で
念
仏
を
修
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
は
如
空
が
不
在
だ
っ
た
よ
う
で
、
「
以
二
八
坂
寺
僧
　
勤
二
導
師
一
」
と
あ
り
、
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鎌倉期における専修念仏教団の形成と展開（坪井）

八
坂
寺
1
1
法
観
寺
の
僧
が
導
師
を
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
祇
園
社
の
南
側
に
位
置
す
る
法
観
寺
は
仁
治
元
年
（
＝
西
○
）
、
建
仁
寺
第
八
世

済
翁
証
救
が
禅
宗
寺
院
に
改
め
て
お
り
、
こ
れ
は
禅
僧
と
念
仏
者
の
交
流
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
興
味
深
い
記
事
で
あ
る
が
、
如
空
の
房
舎

が
法
観
寺
の
近
隣
に
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
点
に
お
い
て
も
興
味
深
い
。
つ
ま
り
、
西
園
寺
公
武
が
訪
れ
た
如
空
の
房
舎
は
、
や
は
り
紙

園
社
の
周
辺
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
夏
空
の
僧
侶
集
団
が
知
恩
院
を
管
理
し
、
そ
の
近
隣
に
房
舎
を
構
え
て
い
た
蓋
然
性
は
高

い
で
あ
ろ
う
。

　
と
す
る
と
、
先
に
触
れ
た
正
和
四
年
「
法
然
上
人
像
版
木
」
は
如
空
の
代
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
当
然
、
版
木
で

あ
る
の
で
、
多
く
の
「
法
然
上
人
像
」
が
頒
布
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
食
立
の
次
代
と
さ
れ
る
比
叡
山
功
徳
建
徳
昌
は
、
後
伏
見
院
の
勅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

命
を
受
け
、
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
か
ら
十
数
年
か
け
て
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
騙
を
作
成
し
た
と
さ
れ
る
。
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
が
果

た
し
て
本
当
に
勅
命
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
か
、
こ
れ
も
現
在
の
と
こ
ろ
明
証
は
無
い
。
し
か
し
上
述
の
よ
う
に
、
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』

で
は
源
智
の
言
葉
を
借
り
て
弁
長
の
念
仏
義
を
法
然
の
正
統
と
し
て
お
り
、
知
恩
院
も
法
然
の
遺
跡
寺
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
如
空
と
の
連
携
を
通
じ
て
良
忠
門
流
が
知
恩
院
に
進
出
し
、
法
然
へ
の
祖
師
信
仰
を
顕
揚
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
自
ら
を
法
然

の
念
仏
の
正
統
的
後
継
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
良
忠
自
身
、
法
然
一
舟
長
一
良
忠
の
三
代
相
伝
を
主
張
し
て
、
法
然
か
ら
の
正
統
を
自
認
し
て
お
り
、
良
忠
弟
子
の
了
恵
道
光
は
、
法
然
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

下
の
「
邪
正
い
か
て
か
わ
き
ま
ふ
へ
き
」
と
し
て
、
『
黒
谷
上
人
語
群
録
瞬
を
編
纂
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
同
じ
法
然
門
下
に
当
た
る
証
空
門

流
や
親
鷺
門
流
へ
の
対
抗
意
識
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
如
空
に
よ
る
知
恩
院
へ
の
進
出
も
こ
の
よ
う
な
文
脈
で
捉
え
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
励
巻
三
十
八
に
よ
れ
ば
、
絵
伝
作
成
時
の
知
恩
院
の
様
子
を
「
忌
日
を
む
か
へ
て

貴
賎
い
ち
を
な
し
、
無
月
を
ま
ち
て
上
下
そ
て
を
つ
ら
ね
け
り
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
中
心
で
あ
る
御
影
堂
に
は
法
然
の
「
真
影
一
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
先
の
本
願
寺
と
同
じ
く
、
法
然
の
影
像
を
中
心
に
忌
日
仏
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
仏
事
を
勤
修
す
る
僧
侶
集
団
と

し
て
自
ら
を
位
置
づ
け
、
ま
た
法
然
へ
の
信
仰
を
喧
伝
し
た
の
だ
ろ
う
。
南
北
朝
期
以
降
、
貴
族
ら
に
よ
る
知
恩
院
巡
拝
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
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な
る
が
、
こ
れ
は
こ
う
い
っ
た
良
忠
門
下
に
よ
る
活
動
の
影
響
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
証
空
門
下
に
比
べ
て
後
発
の
良
忠
門
下
が
京
都

に
根
を
張
っ
て
い
き
、
浄
華
院
や
知
恩
寺
な
ど
の
王
家
と
関
係
す
る
寺
院
を
形
成
し
て
い
く
背
景
の
一
つ
に
、
知
恩
院
を
中
心
と
し
た
祖
師
信

仰
の
喧
伝
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
但
し
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
知
恩
院
そ
の
も
の
は
、
や
は
り
特
定
の
外
護
者
が
居
な
か
っ
た
た
め
か
、
本
願
寺
同
様
、
寺
院
と

し
て
順
調
に
発
展
し
た
と
は
書
い
難
い
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
度
々
の
火
災
や
応
仁
の
乱
で
の
移
転
を
経
て
も
再
興
さ
れ
た
こ
と
、
近
世
以
降

に
寺
格
が
上
昇
す
る
こ
と
は
、
法
然
遺
跡
寺
院
と
し
て
位
置
づ
け
た
如
空
ら
の
活
動
が
そ
の
根
本
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の

点
に
お
い
て
証
空
門
流
の
僧
侶
集
団
と
は
異
な
っ
た
性
格
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
本
願
寺
史
料
研
究
所
編
隅
増
補
改
訂
本
願
寺
史
第
一
巻
㎞
本
願
轡
出
版
社
、

　
二
〇
一
〇
年
。

②
『
京
都
の
歴
史
第
三
巻
近
世
の
胎
動
魎
京
都
市
史
編
さ
ん
所
、
一
九
七
一

　
年
）
。

③
大
田
壮
一
郎
「
初
期
本
願
寺
と
天
台
門
跡
寺
院
」
（
大
阪
真
宗
研
究
会
編
『
真

　
宗
教
団
の
構
造
と
地
域
社
会
輪
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
。

④
山
田
雅
教
「
初
期
本
願
専
に
お
け
る
公
家
と
の
交
流
」
（
魍
仏
教
史
学
研
究
幽
三

　
八
－
二
、
一
九
九
五
年
）
。

⑤
山
田
雅
教
「
初
期
本
願
寺
に
お
け
る
法
要
儀
礼
i
覚
如
を
中
心
と
し
て
」

　
（
『
教
学
研
究
所
紀
要
㎞
三
、
～
九
九
五
年
）
。

⑥
山
田
雅
教
「
初
期
本
願
専
に
お
け
る
浄
土
宗
諸
派
と
の
交
流
」
（
三
崎
良
周
編

　
『
日
本
・
中
国
仏
教
思
想
と
そ
の
展
開
嚇
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
工
年
）
。

⑦
明
改
邪
紗
』
（
『
定
本
四
幅
聖
人
全
集
第
四
巻
㎞
法
蔵
館
、
一
九
六
九
年
）
。

⑧
「
信
海
等
連
署
書
状
」
（
本
願
寺
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』
一
四
七
四
二
号
）
。

⑨
欄
慕
帰
絵
㎞
巻
五
（
『
真
宗
史
料
集
成
㎞
第
～
巻
、
同
朋
舎
、
一
九
八
三
年
）
。

⑳
応
長
元
年
十
一
月
二
十
八
目
妙
香
院
慈
慶
御
教
書
案
（
本
願
寺
文
書
、
『
増
補

　
改
訂
　
本
願
寺
史
　
第
一
巻
鰍
）
。

⑪
寺
川
幽
芳
「
漆
土
真
宗
に
お
け
る
師
資
相
承
の
一
考
察
鳳
（
同
氏
天
引
親
鶯
の

　
思
想
一
1
宗
教
心
理
学
の
視
点
か
ら
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
五
年
）
。

⑫
山
田
雅
教
「
弥
陀
と
御
影
－
中
世
の
専
修
念
仏
者
の
礼
拝
対
象
と
祖
師
信

　
仰
」
（
『
高
田
学
報
眺
九
五
、
二
〇
〇
七
年
）
。

⑬
『
増
補
改
訂
本
願
寺
史
第
一
巻
協
。

⑭
㎎
聖
光
上
入
伝
臨
（
『
浄
土
宗
全
書
睡
十
七
）
。

⑮
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
、
川
添
昭
工
「
筑
後
善
導
寺
の
建
立
と
草
野

　
氏
偏
（
九
州
歴
史
資
料
館
編
四
筑
後
大
本
山
善
導
寺
輪
　
～
九
八
一
年
）
。

　
　
『
聖
光
上
人
伝
㎏
。

＠＠　pa　＠＠＠＠

『
良
忠
上
人
伝
㎞
（
鞘
浄
土
宗
全
書
㎞
十
七
）
。

井
塀
貞
慶
編
『
法
然
上
人
伝
全
集
㎞
一
九
六
七
年
。

田
村
円
澄
『
日
本
仏
教
史
別
巻
　
法
然
上
人
伝
』
法
蔵
館
、

『
公
高
唱
高
山
｝
止
和
四
年
五
n
月
二
十
六
R
【
条
。

『
花
園
天
皇
農
記
』
元
応
二
年
二
月
十
一
日
条
。

『
花
園
天
皇
炭
記
』
元
応
三
年
二
月
七
日
置
。

一
九
八
三
年
）
。
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鎌倉期における専修念仏教団の形成と展開（坪井）

⑱
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
田
村
円
澄
氏
が
前
掲
著
で
着
目
し
て
い
る
。

⑳
　
「
総
本
山
知
恩
院
旧
記
採
要
録
」
（
鈴
木
学
術
財
団
編
『
大
日
本
仏
教
全
書
　
第

　
八
十
三
巻
（
奪
史
部
一
）
㎞
講
談
社
、
一
九
七
二
年
中
。

㊧
　
青
蓮
院
門
跡
と
知
恩
院
の
関
係
は
比
較
的
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
例
え

　
ば
宇
高
良
哲
氏
は
知
恩
院
の
敷
地
管
轄
権
や
住
持
任
命
権
は
青
蓮
院
門
跡
が
持
つ

　
て
い
た
と
す
る
し
、
三
田
全
信
氏
は
『
華
頂
要
略
睡
門
下
伝
に
立
項
さ
れ
る
「
知

　
恩
院
」
に
「
本
坊
二
二
平
等
院
鳳
と
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
宇
治
平
等
院
に
あ
っ

　
た
門
知
恩
房
レ
が
吉
水
に
移
転
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
し
か
し
平
等
院
に
あ
っ
た

　
「
知
恩
院
扁
が
そ
の
ま
ま
法
然
遺
跡
寺
院
の
知
恩
院
に
展
開
し
た
と
は
考
え
ら
れ

　
な
い
。
槻
華
頂
要
略
㎞
に
記
さ
れ
る
門
知
恩
院
」
歴
代
は
「
①
隆
寛
律
師
一
②
聖

　
増
僧
正
i
③
澄
増
僧
正
1
④
俊
禅
大
僧
正
一
⑤
長
隆
一
⑥
智
泉
1
⑦
隆
増
法
印
一

　
⑧
隆
寿
大
僧
正
一
⑨
隆
尊
法
印
」
で
あ
る
が
、
⑧
隆
寿
大
僧
正
は
応
安
四
年
に
死

　
去
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
噸
常
楽
記
㎞
の
記
事
か
ら
も
確
か
め

　
ら
れ
、
魍
園
太
暦
』
文
和
四
年
九
月
十
入
日
条
に
「
宇
治
供
僧
隆
寿
僧
正
偏
と
あ

　
る
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、
宇
治
平
等
院
の
「
知
恩
院
」
は
鎌
倉
か
ら
南
北
朝
期
に

　
か
け
て
、
存
続
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
法
然
遺

　
跡
寺
院
の
知
恩
院
と
宇
治
平
等
院
の
「
知
恩
院
」
は
全
く
無
関
係
だ
っ
た
の
だ
ろ

　
う
か
。
そ
こ
で
注
自
さ
れ
る
の
は
、
上
記
の
「
知
恩
院
」
関
係
者
に
専
修
念
仏
教

　
団
と
関
わ
り
の
あ
る
人
物
が
散
見
す
る
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
②
聖
増
僧
正
は
①

　
隆
寛
律
師
の
真
義
で
あ
り
、
父
隆
寛
律
師
は
法
然
没
後
の
専
修
念
仏
教
団
の
中
心

　
人
物
と
し
て
、
法
然
墓
所
の
近
隣
で
あ
る
長
楽
寺
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。

　
ま
た
聖
増
の
弟
神
璽
も
ま
た
青
蓮
院
門
跡
の
門
徒
僧
綱
と
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、

　
慈
胤
は
良
忍
－
叡
空
一
法
然
一
信
空
と
続
く
黒
谷
流
の
円
頓
戒
を
相
承
し
て
お
り
、

　
専
修
念
仏
教
団
に
非
常
に
近
い
人
物
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
慈
胤
は
④
俊
禅
に

　
灌
頂
を
与
え
て
い
る
が
（
開
門
葉
記
蝕
巻
五
十
三
〉
、
そ
の
上
で
興
味
深
い
の
は
、

　
先
の
黒
谷
流
の
円
頓
戒
が
慈
胤
か
ら
禅
快
阿
闘
梨
と
い
う
僧
侶
に
伝
え
ら
れ
て
い

　
る
こ
と
で
あ
る
（
㎎
門
葉
記
脚
巻
帯
九
）
。
こ
の
禅
快
と
い
う
僧
侶
は
俊
禅
の
師
匠

　
に
当
た
る
僧
侶
で
あ
り
（
噸
門
葉
記
㎞
巻
三
十
九
）
、
禅
快
に
伝
え
ら
れ
た
円
頓
戒

　
が
俊
禅
に
も
与
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
や

　
は
り
電
導
も
、
法
脈
上
は
法
然
に
連
な
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
華

　
頂
要
略
㎞
の
門
本
坊
在
二
平
等
院
し
と
い
う
記
事
に
推
測
を
重
ね
れ
ば
、
法
然
遺

　
跡
寺
院
と
し
て
の
知
恩
院
は
、
宇
治
平
等
院
の
「
知
恩
院
」
の
陰
型
の
よ
う
な
形

　
で
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宇
高
良
哲
「
青
蓮
院
と
浄
土
宗
寺

　
院
」
（
『
仏
教
史
研
究
』
五
、
一
九
七
　
年
）
、
三
田
全
信
「
知
恩
院
起
源
と
初
期

　
の
変
遷
」
（
同
氏
著
魍
増
補
改
訂
浄
土
宗
史
の
諸
研
究
㎞
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九

　
八
○
年
）
参
照
。

⑳
浅
井
法
順
「
反
古
袋
（
六
）
」
（
『
宗
教
界
』
十
二
巻
十
号
、
一
九
＝
丁
年
）
参

　
照
。

⑳
　
『
吉
水
法
流
記
』
『
法
水
分
流
記
翫
『
浄
土
惣
系
図
（
西
谷
本
二
『
蓮
門
宗
派
㎞

　
な
ど
。

⑳
　
『
吉
水
法
流
記
』
『
法
水
分
流
記
臨
、
『
法
水
分
流
雲
門
に
は
「
初
汐
聖
子
中
岡
、

　
後
大
谷
」
と
あ
る
。

⑳
　

明
神
修
出
岡
山
小
田
U
光
山
八
師
逓
伝
縁
起
㎞
　
隠
隠
浄
十
審
示
全
書
馳
志
一
山
ハ
）
。

⑳
　
「
黒
谷
上
人
語
漸
落
　
巻
第
十
一
排
序
」
（
龍
谷
大
学
林
教
文
化
研
究
所
編
『
龍

　
谷
大
学
善
本
叢
書
一
五
　
黒
谷
上
謎
語
灯
録
（
和
語
）
晦
同
朋
社
出
版
、
一
九
九

　
六
年
）
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
三
章
に
わ
た
っ
て
鎌
倉
期
に
お
け
る
専
修
念
仏
教
団
の
形
成
過
程
と
そ
の
活
動
を
垣
間
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
概
ね
以
下
の
三
つ

の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
～
つ
目
は
、
公
家
、
武
家
を
問
わ
ず
、
何
ら
か
の
食
違
者
を
得
て
拠
点
寺
院
を
建
立
し
、
僧

侶
集
団
を
形
成
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
そ
の
外
護
者
に
関
わ
る
仏
事
を
行
う
こ
と
が
そ
の
活
動
の
特
徴
で
あ
り
、
外
護
者
と
の

関
係
が
安
定
的
で
あ
る
限
り
は
、
門
流
独
自
で
法
系
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
外
護
者
と
の
関
係
が
破
綻
す
る
と
、

安
定
的
に
拠
点
寺
院
を
継
承
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
新
た
な
外
護
者
を
探
す
必
要
が
出
て
く
る
。
二
つ
目
は
、
延
暦
寺
別
所
寺
院
周
辺
で

僧
侶
集
団
を
形
成
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
寺
院
そ
の
も
の
は
あ
る
程
度
安
定
的
に
継
承
さ
れ
る
が
、
そ
の
住
持
は
延
暦
寺
で
の

修
学
、
師
資
相
承
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
た
め
、
法
系
の
安
定
的
な
継
承
が
難
し
い
。
三
つ
目
は
、
法
然
や
親
驚
の
影
像
が
据
え
ら
れ

信
仰
対
象
と
な
る
祖
師
信
仰
の
寺
院
に
お
い
て
、
僧
侶
集
団
を
形
成
す
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
特
定
の
外
護
者
が
居
な
い
た
め
、
成
立
当
初
は

寺
院
経
営
に
困
難
を
伴
う
が
、
門
弟
の
信
仰
を
集
め
て
お
り
、
戦
乱
や
火
災
で
堂
舎
が
顛
倒
し
て
も
、
そ
の
援
助
に
よ
り
再
興
さ
れ
る
。
ま
た

祖
師
信
仰
の
深
化
・
拡
大
に
よ
り
、
次
第
に
そ
の
地
位
を
上
昇
さ
せ
る
。

　
さ
て
こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
期
に
お
け
る
専
修
念
仏
教
団
は
、
様
々
な
形
で
僧
侶
集
団
を
形
成
し
て
い
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
以
外
に
も
、
多

く
の
僧
侶
集
団
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
ま
た
個
々
に
検
討
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
但
し
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
良
忠
の
段
で
示
し
た
よ
う
に
、
思
想
的
に
は
弁
長
か
ら
多
く
の
も
の
を
継
承
し
て
い
て
も
、
僧
侶
集
団
の
形
成
と
い
う
点
か
ら

見
れ
ば
、
全
く
独
自
の
動
き
を
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
専
修
念
仏
教
団
の
発
展
に
つ
い
て
考
察
す
る
に

当
っ
て
、
思
想
的
な
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
社
会
的
要
因
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
既
に
顕
密
体
制
論
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら
か
な
り
の
年
月
が
経
過
し
て
い
る
。
平
雅
行
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
顕
密
体
制
論
に
よ
っ
て
何
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

明
ら
か
に
な
り
、
何
が
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
総
体
的
に
検
証
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
、
顕
密
体
制
論
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で
は
国
家
と
仏
教
と
の
相
殺
関
係
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
故
に
、
儀
礼
仏
教
の
分
析
は
進
ん
だ
が
、
逆
に
国
家
を
基
軸
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

個
人
の
信
心
や
信
仰
1
1
「
祈
り
」
と
い
っ
た
面
が
抜
け
落
ち
て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
今
回
、
検
討
し
た
専
修
念
仏
教
団
に
お
け
る
僧
侶
集

団
は
、
浄
土
信
仰
、
祖
師
信
仰
、
先
祖
供
養
な
ど
多
く
の
「
祈
り
」
を
原
動
力
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
僧
侶
集
団
の
離
合
集

散
を
動
態
的
に
把
握
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
「
は
じ
め
に
」
で
も
雷
及
し
た
禅
宗
な
ど
、
鎌
倉
期
に
な
っ
て
新
た
に
成
立
し
て
く
る
僧
侶
集

団
同
士
の
関
係
を
追
及
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
、
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
平
雅
行
「
新
仏
教
と
顕
密
体
制
論
」
（
『
日
本
仏
教
3
4
の
鍵
幡
春
秋
社
、
二
〇
〇
　

②
上
島
薬
勝
前
掲
＝
奪
論
文
。

　
　
三
年
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
専
任
講
師
）

鎌倉期における専修念仏教団の形成と展開（坪井）
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法然 証窒

往生院

（慈円）

出迎院
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歓喜心院
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小坂住房

示導康空

往磁院

（源基具？）
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四鏡凹凹

阿弥陀院

1”IM

：
l
I
l
l
l
I
l

旨
1

旨
：
：
ヨ
巳

b翻冒ロ曜囲輔冊囲騨鱒鱒騨

道裂証恵…本道尊空

浄金剛院

：
L”：

円福寺

（持明院統）

法興浄膏

西谷光明寺

〔近衛家｝

親霧

　　高田門徒

　　鹿島門徒

　横曽根門徒
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c〉…・・

九州
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一

了観一頓恵
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（持明院統）
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浄金剛院
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【本稿に当場する1凹凹集団の関係図1

それぞれの償侶集醍、及びその中心寺院を四角の枠線で囲んでいる。

それらをつなぐ「→」は、法系・楢侶集鉗ともに継承しているもの、
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The　Formation　and　Development　of　Senju　Nenbutsu

　　　　　　Congregations　in　the　Kamakura　Period

by

TSUBOI　Gou

　　During　the　early　1〈amakura　period，　Senju　nenbutsu　coRgregations，　whose

formatioR　was　close1y　linked　to　H6neR，　separated　into　many　different　schools

and　deveioped　throughout　the　Ration．　ln　regard　to　the　development　of　these

Senju　nenbutsu　congregations　as　separate　congregations，　previous

scholarship　employing　the　paradigms　of　New　Kamakura　Buddhism　of　tke

Exeteric－Esoteric　System　has　gegerally　understood　this　development　as　due

to　the　Senju　Renbutsu　side　making　theoretical　compromises　and　conforming

to　the　system．　ln　other　words，　it　can　be　said　that　there　has　been　an　emphasis

on　theoretical　aspects　and　the　process　of　the　formation　of　the　clerical　groups

at　the　core　of　these　congregations　has　not　been　sufficlently　considered．　This

article　then　considers　the　impetus　behind　formatioR　of　these　groups　of

monl〈s　and　the　temples　associated　with　them　as　the　axis　of　the　development

of　the　Senju　nenbutsu　congregations　throughout　the　Kamakura　period．

　　1　first　considered　the　school　of　Sh6ka，　one　of　H6nen’s　most　infiuential

disciples．　The　clerical　group　that　was　formed　during　Sh61〈g’s　lifetime　split

into　two．　One　was　a　group　of　mon｝〈s　who　used　Sh6ka’s　activities　as　a

reclusive　meRk　（tensese一）　as　a　foundation　for　their　activities　at　the　Seizan　Oj6－

iR，　near　the　Tendai　satellite　ternple　of　Yoshiminedera，　and　at　J6ky6ji　in

Settsu　province　The　other　group，　which　was　made　up　of　the　monks　of

Kangishin－iil　aRd　Kenk6－in，　had　been　formed　under　the　protection　of　Go－Saga’

in　aRd　Kuj6　Michiie，　and　these　monks　founded　these　temples　and　coRducted

Buddhist　services　in　response　to　the　requests　of　their　protectors．　ln　this

fashion，　Sh6ka　had　formed　several　clerical　groups　in　the　vicinity　of　Kyoto，

but　after　his　death，　each　of　these　groups　of　monks　prospered　or　declined　in

their　own　way．　For　example，　the　monks　at　Seizan　Ojo一”一in　emphasized　Tendai

training　in　the　selection　of　their　abbot，　and　they　remained　under　the

influence　of　the　head　temple，　Enryakuji，　and　noble　sub－temple　Sh6ren－in，

maintaining　themselves　to　the　last　as　a　clerical　group　formed　on　the　margins
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as　a　Tendai　satellite　temple．　On　the　other　haRd，　for　the　groups　of　monks　that

had　been　formed　due　to　the　faith　of　Sh6ktt’s　patrons　and　for　those　groups　of

Sh6k3’s　disciples　who　formed　after　obtaining　new　protectors，　the

relationships　to　these　protectors　were　most　important．　IR　short，　as　long　as

these　relationships　went　well，　the　clerical　group　could　stably　sustain　itsel£

but　if　the　relationship　with　protectors　was　ruined，　and　a　new　protector　could

not　be　found，　the　clerical　group　would　not　be　able　to　sustain　itself．

　　In　contrast，　the　disciples　of　Shinran　and　those　of　Ry6cha　（known　as　the

adherents　of　the　Chinzei　principles），　who　were　to　show　great　growth　during

the　Sengoku　period，　first　formed　clerical　groups　or　groups　of　followers　in

regions　removed　from　the　capital，　but　eventually　formed　leading　temples　and

clerical　groups　in　Kyoto　that　differed　in　character　from　those　of　Sh6kg’s

schooL　These　were　temples　founded　on　the　principle　of　worship　of　the

patriarch．　Specifically，　in　regard　to　the　followers　of　Shinran，　Honganji，　whose

point　of　origin　was　the　grave　of　Shinran，　was　precisely　tkis　type．　Although　it

received　a　degree　of　support　from　aristocratic　Sh6ren－in　temple，　Honganji

was　sustained　as　a　temple　based　on　faith　in　the　patriarch　Shinran，　observing

a　Buddhist　service　on　the　anniversary　of　the　death　of　ShiRran．

　　A｝so，　in　the　case　of　the　of　Ry6cha’s　followers　of　the　principles　of　Chinzei，　it

was　after　their　advance　into　the　capital　of　Kyoto　in　the　iatter　part　of　the

Kamakura　period　that　they　collaborated　with　Nyol〈8，　whose　activities　could

be　traced　back　in　the　clerical　lineage　to　Genchi　in　Kyoto，　and　then

proceeded　on　to　ChioR－in，　a　temple　linked　directly　to　the　legacy　of　H6nen．

Chion－in　had　been　destroyed　in　the　persecution　of　the　Karoku　era　（Karoku　no

h6nan）　by　the　monks　of　Enryakuji，　but，　it　was　soon　restored　and　thereafter

administered　by　the　monks　of　Sh6ktt’s　school．　When　Nyoke　praised　the

achievements　of　the　patriarch　H6nen　chiefly　at　Chion－in，　he　was　also

situating　his　own　school　as　the　orthodox　successors　of　H6nen　and　thereby

maintained　his　clerical　organization．　As　the　clerical　groups　at　Honganji　and

Chion－in　did　noe　have　clear　patrons　from　the　first，　financial　difficulties

accompanied　the　operatlons　of　the　temple．　However，　having　faith　in　the

patriarch　as　a　support，　eveR　if　halls　were　destroyed　in　fires　or　warfare，　they

would　be　restored　each　time．　As　the　ages　passed，　they　gradually　raised　their

sta撫S．

　　In　this　way　even　if　Senju　nenbutsu　congregations　are　lumped　together，　the

strength　of　each　lineage　of　followers　and　each　clerical　grottp　expanded　and

contracted　in　response　to　the　conditions　in　which　they　were　placed，　and　it　is

unreasonable　to　seek　a　single　theoretical　issue　as　the　cause　of　their
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development．　lt　wi｝1　surely　be　necessary　to　reexamine　the　process　of　the

development　of　Senju　nenbutsu　congregations　by　focusing　our　sight　on

various　social　causes　aRd　the　expansion　and　coRtraction　iR　the　number　of

members　of　these　clerlcal　groups．

Representations　of　Sacred　Sites　and　lndulgences

　　　　　　in　the　Late　Medieval　Low　Countries

by

AOTANI　Hideki

　　In　late　medieva1　Europe，　people　tried　to　accumulate　in　various　ways　as

many　indulgences　as　possible　in　order　to　shorten　the　period　during　which

they　would　have　to　stay　in　Purgatory　to　purify　their　souls．　Pilgrimage　to

Jerusalem　as　well　as　to　Rome　was　the　prevailing　practice　to　obtain　these

iRdulgences．　However，　without　traveling　to　these　remote　places，　people　were

able　to　gain　the　same　spiritual　benefit　that　the　pilgrimage　guaranteed　by

other　means：　virtual　pilgrimage，　through　which　an　individual　practiced

imagined　travel　to　the　Iloly　Land　in　aR　enclosed　space　such　as　a　private

room　or　monastery，　and　col｝ective　rites，　as　represented　by　processions，　that

would　transform　a　city　into　the　sacred　place　by　imposing　a　representation　of

Jerusalem　or　Rome　on　the　urban　space．　Those　rituals　enabled　the　devotees

to　evoke　the　representation　of　these　holy　cities　and　to　walk　through　aRd

pray　at　the　imagined　sites．　Then，　they　would　experience　sacred　time　and

space　in　the　‘Hellsgescltichte，’　centered　on　the　Passion　of　Christ，　and　obtain

the　benefit　of　the　iRdulgences　from　their　Savior．

　　In　the　late　medieval　Low　Countries　that　are　the　focus　of　this　paper，

meditative　or　refiective　religious　movements　such　as　Devotio　ModerRa　（the

Modern　Devotion）　flourished，　and　at　the　same　time　prominent　cities

experienced　the　most　advanced　socia！　development　in　contemporary　Europe．

Therefore，　people　were　able　to　practice　botk　privately　as　in　virtual

pilgrimage　and　collectively　in　urban　rituals　in　public　spaces　such　as

procession　in　order　to　obtain　the　indulgences　associated　with　them．

Nevertheless，　previous　studies　have　not　paid　sufficient　attention　te　the

re｝atioRship　between，　on　the　one　hand，　the　private，　individual　rituals　and　the
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